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２．フィールドワーク 
１）モニタリング調査 

 
（１）アンケート調査の結果について 
 

国土施策創発調査では、以下の３種のアンケート調査を実施した。 
対象 調査実施期間 配布数 回収数 

鬼怒川温泉のホテル・旅

館の宿泊者 

１月 28 日（金）

〜30日（日） 
1000 通（調査期間中の鬼怒川温泉の

ホテル・旅館（18カ所）の宿泊客） 

638 通 

（回収率 63.8％） 

潜在的顧客としての台

東区民 

１月 30 日（日）

〜２月６日（日） 
600 通（台東区に 20歳代〜70歳代の

区民、男女各 50名の無作為抽出を依

頼） 

165 通 

（回収率 27.5％） 

鬼怒川温泉のホテル・旅

館の経営者 

１月 28 日（金）

〜２月６日（日） 
42 通（鬼怒川温泉旅館組合加盟の全

ホテル・旅館の経営者） 

19 通 

（回収率 45.2％） 

 

 

○宿泊者アンケートと台東区民アンケートの調査結果 

（記入者の属性） 

・台東区民アンケートで「鬼怒川温泉に行ったことがある」と答えた人は 86％に

上った。 

・台東区からは団体旅行で鬼怒川温泉を訪れたことのある人が多い。 

 男女比 グループの年齢構成 居 住 地 （ 上

位） 

旅行目的（上位） 備考  

宿泊者 

アンケー

ト 

男性：44％ 

女性：51％ 

子ども（18 歳以下） 

を含む     ：20％ 

大人（19〜64 歳）のみ 

        ：65％ 

高齢者（65 歳以上） 

を含む     ：15％ 

埼玉県：28％ 

東京都：23％ 

栃木県：13％ 

家族や親戚と：67％ 

友人と：19％ 

その他：7％ 

団体旅行：5％ 

※「その他」目

的は「恋人と」

「仕事」など 

※旅行目的は、

調査時の旅行目

的を聴取 

台東区民 

アンケー

ト 

男性：42％ 

女性：55％ 

20 代〜30 代：26％ 

40 代〜50 代：38％ 

60 代〜70 代：35％ 
（台東区） 

家族や親戚と：66％ 

友人と：50％ 

団体旅行：44％ 

※旅行目的は鬼

怒川への旅行経

験者に複数回答

で聴取 

 

（鬼怒川温泉は自然が豊かで風光明媚なところが良い） 
・鬼怒川温泉の良いところを複数回答で尋ねたところ「自然が豊かで風光明媚」が宿泊客・台東

区民いずれのアンケートでも最上位だった。 

・その他の肯定評価項目は、宿泊者では「温泉の質」「風呂の設備」「ホテルや旅館の食事」「ホ

テルや旅館のサービス」などの宿泊施設に関する選択肢と「有名な観光地が周辺にある」「テ

ーマパークが周辺にある」といった立地条件に関する選択肢が同程度であった。 

・一方、台東区民アンケートでは、宿泊施設に関する選択肢より、立地条件に関する選択肢を
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評価する人が多かった。 

・肯定評価項目の自由回答では「（居住地からの）交通の便がよい・近い」が多く挙がっている。 

 

（高齢者は宿泊施設に対する満足度が高い） 
・65 歳以上の高齢者を含む宿泊者グループに着目すると、「温泉の質」や「風呂の設備」「食

事」「サービス」などの宿泊施設に対する肯定評価が、子ども連れや大人のみのグループに

比べて高い。 

・一方、子ども連れグループの肯定評価が、他のグループを上回っているのは「テ

ーマパークが周辺にある」のみで、鬼怒川温泉はファミリー世代より高齢者の

嗜好を満足させる温泉地であると考えられる。 

 

 

鬼怒川温泉の良いところ（宿泊者アンケート：グループ構成別） 
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鬼怒川温泉の良いところ（台東区民アンケート：年代別） 
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（ほとんどの人が「もう一度行きたい（行ってもいい）」と答えるが、不満や要望も多い） 

・宿泊者および鬼怒川温泉への旅行経験のある台東区民に「もう一度、鬼怒川温

泉に行きたい（行ってもよい）か」と尋ねたところ、宿泊者の 95％、台東区民

の 82％が「はい」と回答した。 

・その一方で、自由回答で「鬼怒川温泉への要望や期待」を尋ねたところ、宿泊

者から約 400 項目、台東区民から約 150 項目に及ぶ不満点や要望・提案のメッ

セージが寄せられた。 

 

（活気がない、さびれている点を要改善） 
・鬼怒川温泉の街に対する不満や要望では「街に活気がない」「さびれている」

点をあげる人が最も多く、土産物屋などの物販店舗や飲食店が少ないこと、閑

散とした駅前、廃業旅館の存在などが、その印象をさらに強めている。 

 

（食事は量より質、個々の努力や工夫はあっても連携がとれていない） 
・ホテルや旅館に対する不満や要望では食事に関するものが最も多く、「量や品

数より質」を求める意見が目立った。 

・また上記の「街の活気のなさ」を踏まえて、個々の宿泊施設はそれぞれに集客

の努力や工夫をしているものの、宿泊施設間や地域との連携が上手く図れてい

ないのではないか、といった指摘もあった。 
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（温泉地らしい風情のある温泉地が人気） 

・行ってみたい温泉地の要素を複数回答で尋ねたところ「温泉地らしい風情があ

る」が宿泊客・台東区民いずれのアンケートでも最上位だった。 

・その他の要素としては「温泉表示などがしっかりしている」「食事やチェック

イン／チェックアウト時間を選べる」「湯めぐりができる」などがあがってい

る。 
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○ホテル・旅館の経営者アンケートの調査結果の概要 
（宿泊客は個人客中心。経営状況は厳しいが、新規投資は継続） 
・宿泊客に占める団体客と個人客の割合は「個人客の方がやや多い」「ほとんど

が個人客」と答えた施設が 79％で、今後、個人客を中心に誘致を行うと答えた

施設が 78％にのぼった。 

・経営状態を 10年前と比較して「悪くなった」と答えた施設は 84％に上ったが、

一方で今後５年間に施設整備や改修などの新規投資を予定している施設が

42％あった。 

 

（立地特性が鬼怒川温泉の強みだが、温泉地の風情に欠ける点が弱み） 
・鬼怒川温泉の強みとしては「東京（首都圏）からの交通の便がよい」「名前が

全国的に知られている」「有名な観光地が近くにある」「自然が豊かで風光明媚」

などの立地特性をあげた施設が多かった。 

・一方「弱み」としては「温泉地の風情に欠ける」をあげる施設が最も多かった。 

 

（大規模施設に少ない従業員。廃業旅館の活用やイベントでにぎわいを取り戻す） 
・「個人客のニーズへの対応が進まない理由」を尋ねたところ、施設が大きすぎ

る一方で、経費節減のために従業員を減らしていることから、細やかな対応が

出来ないとの答えが多かった。 

・今後「鬼怒川温泉がにぎわいを取り戻す方策」としては、廃業旅館の整理・活

用、大きなイベントの実施や街中の観光拠点整備をあげる施設が多かった。
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行きたい温泉地（宿泊者アンケート：グループ構成別） 
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行きたい温泉地（台東区民アンケート：年代別） 
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（２）宿泊客へのアンケート（鬼怒川温泉宿泊者アンケート調査） 
 
①概要 
 

□アンケート調査の目的 
 ・鬼怒川温泉に立地しているホテル・旅館の宿泊者を対象に、旅行の概要や、鬼

怒川温泉の魅力や問題点などについての情報・意見を聴取する。 

 

□調査期間 
 ・平成 17年 1月 28 日（金）、29日（土）、30日（日）の 3日間 

 

□調査対象者 
 ・調査期間中に、鬼怒川温泉旅館組合加盟のホテル・旅館（組合青年部の旅館・

ホテルを中心に、全 18カ所）に宿泊した旅行客 

 

□配布数・回収数 
 ・配布数：1000 通 

 ・回収数：638 通（回収率 63.8％） 

 

□調査方法 
 ・チェックイン時に、フロントで 1室につき 1通のアンケート用紙を配布 

 ・チェックアウト時にフロントで回収 
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②アンケート用紙 
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③集計結果 
■属性 
問 1-1 記入者の性別（n=638） 

不明
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男性
44.4%

 

 
問 1-2 記入者の年齢（n=638） 
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問 1-3 記入者の居住地（n=638） 
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問 1-4 職業（n=638） 
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問 2 旅行者の年齢構成（n=638） 

 

 
問 3 今回の旅行の目的（n=638） 
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■単純集計結果 
 
問 4 鬼怒川温泉で良かったこと（n=638） 
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問 5 鬼怒川温泉で期待はずれだったこと（n=638） 
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問 6 再来訪の意向（n=638） 
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問 7 宿泊中に街に出る予定（n=638） 
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問 8 街に出る目的（n=180） 
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問 9 街に出ない理由（n=455） 
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問 10 行ってみたいと思う温泉（n=638） 
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■旅行者のグループ構成別の集計結果（子ども連れ、高齢者連れ、大人のみ） 
 
問 4 鬼怒川温泉で良かったこと(n=638) 
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問８ 街に出る目的(n=180) 
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■旅行の目的別の集計結果（家族や親戚と、友人と） 
 
問 4 鬼怒川温泉で良かったこと(n=638) 
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問８ 街に出る目的(n=180) 
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問９ 街に出なかった理由(n=455) 
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■もう一度行きたい温泉の集計結果 
 
□グループ構成別：子ども連れ、高齢者連れ、大人のみ(n=638) 
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□旅行の目的別：家族や親戚と、友人と(n=638) 
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■再来訪の意向別の集計結果（もう一度来たい、来たくない） 
 
□鬼怒川温泉で良かったこと(n=638) 
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□鬼怒川温泉で期待はずれだったこと(n=638) 

1
7
.2

1
4
.4

1
8
.5

1
9
.1

1
7
.5

5
.3

4
.5 5

.6

2
.3 3

.6

1
1
.2

2
9
.2

6
.7

3
3
.3

2
0
.0

6
.7

4
0
.0

2
0
.0

3
3
.3

1
3
.3

2
0
.0

3
3
.3

0
.0

4
6
.7

0

10

20

30

40

50

温
泉

地
の

風
情

に
欠

け
る

鬼
怒

川
の

河
原

や
周

辺
の

山
を

歩
け

な
い

名
所

や
旧

跡
が

街
の

中
に

な
い

周
辺

の
観

光
地

等
に

魅
力

が
な

い

湯
め

ぐ
りが

で
き

な
い

温
泉

の
質

が
不

満
足

お
風

呂
の

設
備

が
不

満
足

ホ
テ

ル
や

旅
館

の
料

理
が

不
満

足

ホ
テ

ル
や

旅
館

の
施

設
や

設
備

が
不

満
足

ホ
テ

ル
や

旅
館

の
サ

ー
ビ

ス
が

不
満

足
そ

の
他

不
明

来たい・来てもよい

(n=606)
来たくない (n=15)

 



 
2-24 

■これからの鬼怒川温泉への要望や期待（フリーアンサー） 
カテゴリー 件数 主なコメント 

街などへの 街全体 3 ・時代の遅れを感じる温泉場の様な気がします。とてももったいないと思う。 

不満   ・周辺温泉が無くなっているのに驚き 

  街の活気 17 ・温泉街や旅館の建物につかれを感じ、暗く感じる。 

    ・町全体が活気がなく死んでいるようです。 

    ・昔から有名で名が知られているのにもかかわらず、今回時季的なこともありますが（冬

期）町が少し閑散としていた様に感じました。 

    ・温泉は良いが､町のにぎやかさがないように思える。 

    年々さびれていくようで、淋しいです。若い頃から社員旅行等楽しかったのに残念です。 

    ・本日は温泉街は行かず旅館で過ごした。今はオフシーズンなのでお客様がいないと思

うが、温泉街全体がそれでも活気をつくる為の演出は必要だと思う。お客様がお客様を

呼ぶので。この温泉街はとても受け身だなと思うのが最初の印象だった。 

  街の風情 5 ・温泉地の風情が今一つだと思います。 

    ・とても有名で大きなホテルが多いところですが、巨大になりすぎて“温泉街らしさ”

がなくなっているような気がします。 

  街の特徴 1 ・鬼怒川は全てが平均点以上だとは思うが、特にこれといった特徴がない。 

  街の見所 3 ・地元なので、年に 2～3回は来る機会があります。しかし、もう少し居てみたいと思う

施設等があまりなく、時間が来ると、すぐに帰ってしまうことになります。 

  廃業旅館 5 ・つぶれたホテルが多いのがびっくりしました。 

     ・廃屋となったホテルが目について、さびれた感が強い。 

     ・廃墟となったホテルや旅館がさらに風情をそこねています。 

  駅前 4 ・駅前が閑散としている 

     ・駅前や周辺のにぎわいが足らない様に思う。 

  お店 6 ・コンビニなどの店が少ない。 

     ・ショッピングが出来るところとおしゃれなレストランがない 

     ・本日、宿まで温泉街を車で通ったがほとんど店が閉まっていてつまらなかった。活気

がお店にあれば多分興味を持つと思うので、宿での夕飯前に宿に到着し、お風呂に入っ

てから少し時間が空くのでその時にきっとフラフラと温泉街へ散歩に行くと思う。 

  テーマパーク 2 ・若者が好むようなテーマパークが周囲に少ない。 

     ・江戸村などの施設入場料が高すぎて、行く気になれない。 

  景観（ホテル） 3 ・ホテルの外観が古いところがあり、昔ながらの建物の街づくりを目指すのか、オシャ

レを目指すのか不明 

     ・街全体、汚いと思う。昔からのホテルからといって外観が汚くて、もう 1 度来たいと

は思わなくなる。 

  景観（掃除） 2 ・川はたいへんきれいなのですが、街並が清潔さに欠ける。 

  交通 1 ・シーズンオフだからか、バスの本数が少ないのが残念だった 

  情報 2 ・鬼怒川温泉駅の観光担当の方は、1 日に何度も同じことを何度も言って大変だと思い

ますが、見知らぬ土地のことを尋ねているので、もう少し優しく対応してほしいです。 

  まちづくりの 

体制 

2 ・ホテルなどはいろいろなプランを企画したりして努力しているようですが、街全体と

しての活気が感じられない。宿泊施設と地域の連携が悪い様に思えます。 

     ・大きいホテルが多く､各ホテル単位でお客を館内で過ごすようにしている。他ホテル間

の連携がなく、館内はにぎやかでも一歩外に出るとゴーストタウンみたいに淋しい限り

です。 

街などへの 温泉街全体 2 ・温泉街の充実。 

要望 温泉街の活気 22 ・温泉街がいまひとつ寂しい気がしました。立派なホテル・旅館がたくさん集まってお

り、宿泊したホテルもとてもよかったのですが、街中を散策しても楽しみが少なかった

です。 

     ・街ぐるみでの温泉地としての活気がほしい。 

     ・お湯めぐりなど、外に出たくなるような活気があると良いと思います 

     ・温泉街全体が古びている。もう少し華やかさを出して欲しい。 

     ・お金はある人の所に集まると同じく、人は活気のある温泉地に集まるものです。鬼怒

川温泉が活気ずけばずくほど人は集まってくると思います。 

     ・全体的にひっそりしている感じなので、明るい印象になるといいかな。 

     ・温泉街として歩ける活気のある街並みがあったらなぁ･･･と思います。（射的とかおみ

やげ屋さんが並んで･･･） 

     ・大自然に囲まれたいいところですが、駅前やメイン通りにもうひとつ活気があるとい

いのにと思いました。（街中を散歩するのが好きなので･･･又、違う季節にくると違う楽

しみもあると思いますが） 

  温泉街の散策 6 ・足湯や湯めぐり、スタンプラリー等のような街中を歩いて楽しめるようになるといい
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と思います。 

     ・浴衣でも歩けるような温泉地を作ってもらいたい。 

     ・草津温泉のように、皆さんが、街に散歩に出られる様にしたらと思います。私の若い

頃は鬼怒川温泉でも、夜ぞろぞろ歩いていました。 

  温泉街の風情 8 ・なんとなく温泉街らしい感じがしない。旅館・ホテルはたくさん並んでいるが、また

違う宿に泊まってみたいと言う感じがわいてこない。 

     ・温泉街は日本中どこにでもあるので、日本情緒豊かな街作りが宜しいかと思います。 

     ・都会的にホテル風の接待で、昔の温泉風の接待がなつかしい。 

街などへの 温泉街の風情  ・昔のような温泉地になってほしい。 

要望 温泉（外湯など） 6 ・ファミリーで楽しめる、クアハウスやスパ・温泉プールなどがあったなら都心から近

い点で。自然と行楽を満喫出来るのでは･･･。 

     ・足湯など遊べる温泉を取り入れる 

     ・外風呂が少ないです（これでも 5.6度来てます） 

  温泉（湯めぐり） 5 ・できれば外湯めぐりをしてみたい。 

     ・1 つのホテルに泊まりながら他のホテルの温泉に入ることができる等、湯めぐり専用

のバスで行くことができるように企画して下さい。 

     ・日帰り入浴、湯めぐりを行って下さい。 

  駅前全体 5 ・鬼怒川温泉駅前が淋しいと思ったのが第一印象です。電車で旅行している人は電車を

待つ時間も楽しみの一つですから。 

    ・駅前再開発して欲しい。 

  駅前の飲食店 1 ・もう少し、おいしいお店が駅のそばにあってほしい。 

  駅前の温泉 2 ・駅から歩いていけるようなところにクアハウスや足湯があると、電車の待時間に利用

したいと思います。 

  お店全体 4 ・PM11 時頃まで開いているお店（お土産屋）等を街として作った方が良いと思う。（ひ

なびている） 

    ・道の駅を（独特のものを）大きい野菜（キノコ）市場など、若者の足が止るもの。 

  飲食店 3 ・美味しいコーヒー屋さんが欲しい。 

    ・昔ながらの健康指向の日本料理、美味しいお茶と和菓子のいただけるお店、身体は温

泉で、食事で身体と心をいやせる所がほしいです。 

  お店（土産物屋） 8 ・駅から歩いてくる間にもっといろんなおみやげ屋さんがあると楽しいと思う。 

     ・街中の「みやげもの店」活性化が望まれる。 

    ・“鬼怒太”の土産物ってあるのでしょうか？あったら欲しいです！ 

  お店（旅館周辺） 6 ・旅館のまわりのお店ももっと活気があったらいいなと思います。 

    ・ホテル周辺に何か名所やお店があると、もっと楽しめると思います。 

    ・ホテルの近くにおみやげ屋さんがたくさんあったら楽しいと思います。 

  アミューズメン

ト（買い物） 

2 ・テーマパーク以外で時間をつぶせる所があると良い。アウトレットモール、ショッピ

ングモール 

  町中の 

アミューズメン

ト 

8 ・ボーリング場や昔ながらの射的などの遊び場や、自然体験など、子供にも教えられる

ような場があったらうれしいです。 

    ・散策ができて、御土産や産地の朝市などがならぶ所があるとよい。 

    ・（おみやげ屋さんとかゲームのできる所）古い考えかもしれませんが、スマートボール

とかやってみたいです。 

  アミューズメン

ト施設の料金 

3 ・観光所や、テーマパークの料金が少し高いと思うので､ファミリー向けや、まー、低料

金になってくれれば、もっと良い。 

    ・子供がいるので、何度も来たいと思いますが、やはりテーマパークなど入場料などが

高すぎる。大人だけなどゴルフで来るにはいいけど家族では年に何度も来るには、やっ

ぱり考えさせられます。 

  レジャー施設 7 ・周辺のテーマパークや観光施設がもう少し充実していたら、近いしまた来たいです。 

    ・テーマパークも良いですが、那須ハイランドパークのような遊べる施設もあれば…と

思います。 

    ・都心から近いので、日帰りでこれるような大きい施設があるといいと思う。 

  子どもの遊び場 6 ・雨や雪の時も、子供が気軽に遊べる施設があるといい。 

     ・子供がもっと楽しめる所を希望です。あまり遊べる場所が少ないです。 

     ・子供達を遊ばせる場所がないので子供達（2～4才）を遊ばせるテーマパークを作って

ほしい。 

  イベント 8 ・鬼怒川ならではのイベントなどがあると良いと思います。 

    ・鬼怒川ならではのイベントなどがあると良いと思います。 

    ・ここの温泉地は、スキー目的で毎年 1泊又は 2・3泊で 3回来ます。毎回、違うホテル
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を選んで泊っています。そして、私達なりにまた来たいと思う所、もう行かない所など

を話します。冬ばかりという事もあり、いつも泊るだけになってしまってます。しかし、

“何かやってるョ”という事であれば“行こうか！”と思います。子供がいますので、

月単位で土・日だけでもイベントがあるとうれしいと思います。 

  河原 5 ・ホテル街から気軽に河原に降りられて散策でいる歩道があるといい。河原から流域の

景観もいいのでは。 

     ・鬼怒川べりの散策がもっと出来る様にして欲しいと思います 

     ・鬼怒川ぞいを歩けるような、遊歩道等があれば、子供を連れて歩けると思う。 

  景観 5 ・ホテルの裏側の改善をしてほしい。 

     ・旅館、ホテルなどの外観を風情ある雰囲気で統一するとおしゃれな街並みになって良

いのでは？！ 

     ・街の統一感がないから、統一してほしい。 

  景観（廃業旅館） 2 ・廃業したホテル・旅館の整備が必要。景観が良くない。 

  景観（緑） 2 ・もう少し、緑や花などがあると良いのですが･･･。 

  交通（鉄道） 4 ・交通で JRと東武鉄道の乗換えの利便性。例、栗橋で東武の快速が乗れる様にするとか。 

     ・アクセスをよくしてほしい。埼玉からくる場合、快速の本数がない。鬼怒川公園駅の

電車がない。 

  交通（巡回バス） 4 ・主要ホテルと観光地との巡回バスがほしいですね。 

     ・宿への巡回バスが走っているのは良いが、有料とはいただけない。 

街などへの 

要望 

交通（巡回バス）  ・東武下車駅から宿泊地までシャトルバスがあるのはありがたいと思いますが、他の温

泉地はホテル直営で送迎バスを運行しているところもあります。無料でサービスするの

は大変な面があることは理解しています、できれば地方都市で行なっているコミュニテ

ィバスのように低料金（例）100 円で区内乗り降り自由のような巡還バスを運行できな

いのでしょうか？ 

  道路（歩道） 7 ・舗道の確保と道路の整備は大切かと思います。 

     ・外灯、歩道等の整備をお願いします。ハデな必要は全くなく、車で走っていて歩道を

歩いている人を気にすることがない感じがベストなのですが。 

     ・街中を散歩できる様に歩道の整備、 

  旅行パック 3 ・駅ネット等の安くて気軽に温泉に来る事が出来るシステムを続けて下さい。 

     ・観光パック（バスと飲食）とか、バス乗り放題プランとかほしい。 

  情報提供・発信 4 ・日光へ出かけた時、名所を廻っているので、鬼怒川温泉も名所を宣伝して下さい。季

節によりイベントが開かれているようですが、東京の私達も不勉強だと感じました。 

     ・冠雪のきれいな山がいくつもありましたが、今現在、何山（○岳）なのかわかりませ

ん。この地方の特徴的な山の記名のある地図のようなのがほしかった。 

  情報（看板） 3 ・車で移動の為、案内板がよく見落とす場合が有る。ホテルの名前で表示等もっと多く

施設してほしい。 

     ・個々のホテルの看板を、もっとわかりやすく出してほしいです。 

  情報（メディア） 3 ・TV・新聞等でいろいろな行事や風景を宣伝して下さい。今回初めてここにきたのも JTB

の旅物語のカラーパンフレットに心ひかれてきました。（お風呂） 

     ・とにかく今は TVの時代、メディアを大いに利用し、鬼怒川の風景をたくさん写し出す。

全国ネットで放映してほしい。 

  まちづくり 14 ・伝統は残しつつ、新しいもの（施設・テーマパーク・食べ物など）があれば活性化に

なり良いかと思います。 

     ・景色と温泉がよく、静かな山あいの地で食事がおいしく、設備の整った施設で、よい

サービスが受けられるのは至福の時になると思います。 

     ・気軽に来られるイメージつくりが必要では･･･ 

     ・各ホテルが独自に努力をしているのは感じるが、鬼怒川全体として魅力ある企画を期

待しています。 

     ・今、人気のある温泉地をじっくり研究して生まれ変わって欲しい。正直、今のままで

続けていくのは厳しいと思う。お客様の立場に立って頑張って下さい！期待していま

す！（厳しい事を書いたけど、楽しかったですよ。） 

  まちづくりの体

制 

7 ・旅館 1 軒でがんばっても限界がありますので「町ぐるみ」でというのが大切だと思い

ます。 

     ・現在は一軒一軒が努力をする形でなく、旅館組合が力を合わせ鬼怒川温泉をアピール

することが大切だと思います。より一層のご発展を祈ります。 

     ・鬼怒川温泉にあるホテル全体で町おこしを行なう気持でイベントでもみやげ通りみた

いな路地があれば楽しくゆかたで歩けるのではないでしょうか？ 

  まちづくりの特

色 

3 ・鬼怒川にしかない、という何かセールスポイントを作るべき。今は単にゴチャゴチャ

しているようにしかみえない。 

     ・ここでしか味わえない、料理や雰囲気があれば･･･と思います。頑張って下さい。 

       

ホテルへの 全般 7 ・宴会場の前を通っての風呂へ行く事はさけて欲しい。 
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不満   ・ホテル内の通路のいたる所が喫煙可能になっていることが気になります。 

    ・古いホテルが多く､耐震の面で心配では無いか？ 

  サービス（食事） 5 ・夜食に行ったら、みんな食べていて、あまり食べ物がなくなっていた。  

     ・朝ごはんの盛り方が、ちょっと食欲をなくすような盛り方。 

  サービス（清掃） 3 ・1F、温泉のビュールホース（洗い用？）見える所においておくのはルール違反では？

こまかい所だが、そういう事から改善して下さい。  

     ・食事を終わって部屋に来ました時に、テーブルの上に布団を上げたあとのほこりがテ

ーブルにいっぱい積もっておりましたが、少し気をつけて頂けると有りがたいと思いま

した。 

  サービス（接客） 2 ・他のホテルは分からないが、こちらのホテルは仲居さんがお風呂で客と一緒に入り、

ぺちゃくちゃ喋っていたり、あいさつをしても感じが悪かったり、とにかく態度がよく

なかった。フロントの人は良かったですけど･･･。部屋はキレイだったし、食事もおいし

かったです。湯質がよくないので本物の温泉だったらまた来たいですけど。 

  サービス（風呂） 1 ・本日 1/29（土）大浴場にて、イレズミをした人が 3～4 人位入浴してきましたが、一

般のお客様が一気に風呂を出てしまいました。ここはイレズミをしたひとも入浴可能で

しょうか？こわくてゆっくり入浴出来ませんでした。風呂に番頭を置くかしてほしいと

思いますがどうでしょうか？ 

  サービス（部屋） 5 ・部屋の冷蔵庫にミネラルウォーターが置かれてなかったのが残念でした。 

     ・お部屋が暗い。アンケートを書くのも大変でした。 

     ・冷蔵庫に持ち込めない事がよくない。コンビニ等を設置して自由に持ち込める方がい

い。冷蔵品も高すぎる。 

  サービス（布団） 3 ・布団の片付けが 9 時前に来ましたが、なんだかチェックアウトをせかされているよう

でした。 

     ・夕食後、8 時位に部屋に帰ると布団がしいていなかった。自分たちでしいてねるのか

と思いました。フロントに電話したら、あわててしきにきたのが 8 時 45分！！1度電話

後、再度別の方から「まだしいてないですか？」と確認の電話があった 

  サービス（その

他） 

2 ・車を他の駐車場に移動するのは不安である。ホテルの前の駐車場に置いてもらいたい。

次回からこの様なホテルに泊らない。選ぶ様にする。 

ホテルへの 食事 1 ・沿線に住んでいる為、何度も鬼怒川温泉には来ているが、どのホテルも食事がおいし

いとは思えない。 

不満 風呂 6 ・お湯もカルキのにおいがして、温泉でなく銭湯に来ている気分でした。 

     ・露天風呂の設備がよくない。 

     ・露天風呂が外より丸見えのようで、若い娘には抵抗がありました。 

  設備・備品 7 ・この時期、便座が冷たいのが淋しかったです。 

     ・大浴場で洗い場のシャワー等の給湯状態が良くない。部屋の風呂はなをさら悪い、給

湯設備全般再点検必要であると思う。 

     ・館内のエレベーターの数が少ないと思いました。 

     ・背もたれがこわれていた 

ホテルへの 

要望 

全般 13 ・ホテル全体が大きすぎ経営が大変だと思う。もっと小さく、料理のおいしいホテルが

いい。今は、会社より家庭とか友人同志の旅行が多いと思う。 

     ・（宴席は別として）部屋は旅の目的に合わせていろいろあると思いますが、落ち着く方

向性が、今の流行だと思います（備品も含めて）。 

     ・お部屋の振り分け等が多少可能ならば、してもらいたいです。家族連れ、ご夫婦等

etc･･･。結構、となりの部屋がうるさくて困る事が多いです。のんびりしに来た人にと

っては、まわりがさわがしいと･･･（お子様連れのフロアー、若い人のフロアー等） 

    ・古い外観が多いので、きれいにしてほしい。 

     ・喫煙所を設ける等分煙対策をして頂きたいです。 

     ・ペットと宿泊できる旅館、ホテルが何軒かあると良いと思う。温泉はとっても良いと

思いますがペットをつれて止まれる宿があれば幸いに思います。 

  個人客 5 ・団体客のイメージが強いので、もっと個人客を招致する（大事にする） 

    ・団体と個人をしっかりと分けると、それぞれが快適になると思います。 

  接客 2 ・スタッフの接客がもっとレベルアップできたら、とても良いと思う 

  チェックアウト 3 ・チェックアウト時間 AM10：00が一般となっていますが、滞在時間をゆっくりとすると、

満足感がアップと、お金を使う機会が増えると思います。 

     ・チェックアウトを遅くしてもらいたい。休みに来ているのだから。 

  施設・イベント 4 ・各ホテルならではの料理、もしくは泊らなくては体験出来ないと言う様なものを考え

てほしい。 

    ・エステが館内にあって、低料金でできたらうれしいです！ 

    ・ホテル内の専門店がもっと多いといいなあと思います。 

  食事（質） 6 ・私も歳を重ねましたので、落ちついたユックリとした時間をもちたく、食事の面(量よ

り質)重視。 

     ・食事も変に凝る必要もなく、あっさりとおいしい料理が数品（2～3品）あれば十分だ
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と思います。 

     ・鬼怒川温泉は、加水・加温・循環の風呂がほぼ 100%と聞いております。泉質には全く

期待してませんので、せめて料理（温かいものは温く、冷たいものは冷たく）だけは他

の温泉地以上のものを出してもらいたいです。 

  食事（種類） 5 ・料理にひと工夫を。品かずは多くなくても、中国料理やフランス料理といった様に、

又料金がやすいと 10.000－といった様に日帰りの時は風呂に入り昼食が出れば最高で

す。 

     ・やはりあと食事がおいしいと 1 番いいですかね。和食・洋食・中華のおいしいお店が

選べるなど。 

     ・バイキング食事の形は続けて欲しい。 

  食事（特色） 2 ・鬼怒川温泉独特な料理があっても良いと思う。どこに行っても同じ様な料理が多い。 

  風呂 6 ・熱いお湯が苦手な人もいるので、低い湯温の浴場（浴槽）があってもいいと思う。（子

供や老人） 

  （バリアフリー）  幼児でももっともっと安心して利用できる温泉があったらなあと思います。 

     ・高齢者や障害者も安心して宿泊やお風呂が楽しめるように、すべての面でバリアフリ

ーであると、より多くの人が温泉を楽しめると思う。 

     ・お風呂（浴槽）に手摺りが欲しいです。高齢者に利用しやすい様に気使いがほしいで

す。 

  風呂（運営） 5 ・お風呂が 24時間入浴可だとうれしいです。 

     ・時間制で、男湯と女湯を入替制にしてもらったら、もっとよいと思います。 

  風呂（種類） 11 ・温泉の種類が多いといいなあと思います。クアハウス・薬湯やあわ風呂・うたせ湯・

垢すりやネイルケアなど。 

     ・部屋に温泉があると良い。 

     ・水着で入れる部分もあるとパパと一緒に楽しめていいなあ。 

     ・貸切風呂の種類を増やして欲しい。 

     ・出来れば一年中泳げる温泉プールもあったらいいと思います。 

  風呂（露天） 3 ・景色の良い露天風呂が良い（欲しい） 

     ・貸切の露天風呂がもっとあるといい。 

  トイレ 4 ・当温泉地、ウォシュレットにして頂くと助かります。 

    2 ・トイレの便座を暖かくできたらいいなと思います 

  料金（安く） 5 ・手軽に泊れる、安いホテル・旅館が良い。豪華な料理で無くても良い。 

     ・東京方面から非常に近く、安い値段でサービス良く、気軽に利用できる所を強く表面

に出してもらい、チョットした宴会を鬼怒川で出来ると良いと思います。 

  料金（適正に） 5 ・安いものを望んでいるわけではないので、高くてもその分のサービスがあれば。 

     ・閑散期（冬期間）には特に宿泊（休前日、祝日）料などを考慮してほしい。 

     ・値下げ競争よりも、内容の充実、独自性が優先すべき。 

ホテルへの 

要望 

パック旅行 4 ・周辺のテーマパークの割引き券がセットになっている宿泊施設があるといいです。（富

士急ハイランド一日券が宿泊代に含まれている旅館があって、なんだかお得感があった） 

     ・宴会目的、家族旅行、くつろぎの旅など目的に応じて宿泊できればありがたいと思い

ます。それぞれもとめているものが違うと思うので。 

好意や応援 全般 31 ・東京からのアクセスも良く、周囲の自然も美しく保たれていると思います、 

     ・首都圏の温泉地の中では、鬼怒川にはレジャー施設が多く魅力的な方だと思います。 

     ・特に、現代風の華やかなものがなくてもいいのです。今のままで･･･。鬼怒川温泉はす

べてがあたたかくて、体も心もポッカポカになります。要望は･･･本当にこのままでいて

ほしいことです。心のよりどころです。 

     ・でも、都内にあるスパリゾートには行く気にはなれません。やっぱり温泉は温泉地で

す。しかも 2 時間位で来られるなんて、とても嬉しいです。スパリゾートに行ったって

結構お金がかかります。少しプラスして、しかも 1 泊できる、どんどん売っていいです

よ！ 

     ・初めて鬼怒川温泉に来ましたが、今まで自分が思っていた以上に交通の便が良くてイ

メージが変わりました。ホテルの人達も皆、親切で楽しい週末を過すことが出来ました。

ありがとうございました。近いうちにまた鬼怒川に遊びに来たいと思います。 

     ・色々な温泉へ行っていますが､好きな温泉の 1 つが鬼怒川温泉です。じたくからは 3

時間ぐらいかかるので、ちょうどドライブしながらの良い場所と決めています。色々温

泉地で問題化されていますが､鬼怒川温泉は 100%皆から好かれる温泉地と思っていま

す。これからも又、たびたび来ようと思っています。 

     ・鬼怒川は昔から湯の良い所ですね。これからの町を良くして下さい。又来ます。ゆっ

くりさせて戴きました。 

     ・春日部から“きぬ”に乗れば便利なので、時々利用しています。皆さんの努力がきっ

と報われますので、がんばって下さい。友達と又、来ますので！ 

     ・これからも、日頃の疲れをいやせる、ホッとできる場であってほしいと思います。 

     ・とても良い所と思い何度か来ていますが、今まで通りでとても皆さまに愛される温泉

地と思います。 
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     ・不況気ですが、大いに皆で頑張って続けて下さい。又来ますので！ 

     ・各旅館、ホテル皆々様頑張ってます。景気が沈んで大変と思います。客様もわがまま

にぜいたくになっています。お互いに反省しなければと思います。 

  風呂・温泉 3 ・温泉もたくさんの設備はとても最高な気分でした。これからも利用したいです。 

    ・温泉の質がすごく良く、肌が輝くようだった。 

  ホテル 17 ・各旅館が施設管理に大変であると思いますが､金をかけなくても、よく管理し、維持し

ていてと、その感じがよくわかりますので、一つ一つ清掃し、使うことも必要だと思う。

これは経験から。 

     ・これからもよりよいサービスでがんばって下さい。1 人 1 人へのおもてなしが信頼を

生んでくれると思います。ありがとうございました。 

     ・これからも今まで通りのおもてなしを継続して下さい。今回一心舘様に宿泊させて頂

き本当に心身ともに休まりました。ありがとうございました。是非、又利用させて頂き

たいです。 

     ・貴ホテルは料金の割に料理は大変満足でした。又来たいと思います。 

     ・昔ながらの温泉宿もいいけど、吹き抜けのロビーやラウンジ、近代的な大きなホテル

が魅力的です。ホテルの中の雰囲気でリゾート気分が味わえるロビーはこの辺りでは立

派で素敵だと思います。 

     ・とてもいごこちがよかったです。朝のバイキングも種類も多くおいしかったです。良

い時間を過ごすことができ、ありがとうございます。 

     ・6 年毎年同じホテルに滞在していますが、今回がこれまでよりサービスもよく、従業

員の方もよくして下さり、食事もおいしく感じられました。 

  交通 5 ・何度か鬼怒川に来ましたが、家からの交通の便もよく､各旅館やホテルも駅から近くと

てもよいと思います。このままでとても気に入っています。 

    ・駅前から出ているバスはこの時期にはとても良かった。 

    ・娘と 2 人で遊びに来ました。ダイヤルバスが駅から出ているときいていましたが、地

図を見ると方向音痴の私でもわかるように説明があり、ホテルへ簡単に到着しました。

すばらしい景色をながめながら、パンフレットなどで調べた時間よりずっと近かったと

思います。観光客のほどよく集まる温泉でありますように応援しています。 

  情報 1 ・ホームページがとても役に立ちました。 

リピーターの 不満・要望 4 ・私も年に 2.3回来ますが、何か不満な気がします。 

コメント集 

（再掲あり） 

   ・鬼怒川温泉、川治温泉は交通の便も良く(自宅から）年 4回は来ているが、全般的に活

気がない。中高年の我々にはややさみしい感じがする･･･ 

     沿線に住んでいる為、何度も鬼怒川温泉には来ているが、どのホテルも食事がおいしい

とは思えない。 

     ・ここの温泉地は、スキー目的で毎年 1泊又は 2・3泊で 3回来ます。毎回、違うホテル

を選んで泊っています。そして、私達なりにまた来たいと思う所、もう行かない所など

を話します。冬ばかりという事もあり、いつも泊るだけになってしまってます。しかし、

“何かやってるョ”という事であれば“行こうか！”と思います。子供がいますので、

月単位で土・日だけでもイベントがあるとうれしいと思います。 

  好意・応援 6 ・何度か鬼怒川に来ましたが、家からの交通の便もよく､各旅館やホテルも駅から近くと

てもよいと思います。このままでとても気に入っています。 

     ・私達の埼玉から高速道で時間があまりかからず、何度も来られます。 

     ・鬼怒川はわりと気軽にこれる所で､気に入っています。 

     ・春日部から“きぬ”に乗れば便利なので、時々利用しています。皆さんの努力がきっ

と報われますので、がんばって下さい。友達と又、来ますので！ 

     ・家から近く（足利）気軽に来られます。今回も前々日に話がまとまり、翌日（金曜日）

に手配しました。 

     ・とても良い所と思い何度か来ていますが、今まで通りでとても皆さまに愛される温泉

地と思います。 
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áCèWåvÉfÅ[É^
ñ‚1-1Å@ãLì¸é“ÇÃëÆê´
ÉJÉeÉSÉäÅ[ ëSëÃ íj èó ïsñæ

Åì 100.0 44.4 50.9 4.7
Çé 638 283 325 30

ñ‚1-2Å@ãLì¸é“ÇÃîNóÓ
ÉJÉeÉSÉäÅ[ ëSëÃ 10ë„ 20ë„ 30ë„ 40ë„

Åì 100.0 0.6 15.4 26.5 16.8
Çé 638 4 98 169 107

ÉJÉeÉSÉäÅ[ 50ë„ 60ë„ 70ë„à»è„ ïsñæ
Åì 19.6 15.4 4.2 1.6
Çé 125 98 27 10

ñ‚1-3Å@ãLì¸é“ÇÃãèèZín
ÉJÉeÉSÉäÅ[ ëSëÃ ìåãûìs çÈã åß êÁótåß ê_ì¼êÏåß

Åì 100.0 23.4 27.9 12.1 3.9
Çé 638 149 178 77 25

ÉJÉeÉSÉäÅ[ ì»ñÿåß àÔèÈåß åQînåß ÇªÇÃëº ïsñæ
Åì 12.9 8.0 3.9 6.6 1.4
Çé 82 51 25 42 9

ñ‚1-4Å@ãLì¸é“ÇÃêEã²

ÉJÉeÉSÉäÅ[ ëSëÃ
âÔé–àÐ
åˆñ±àÐ

é©âcã² äwêŽ éÂïw

Åì 100.0 45.8 10.7 2.8 20.2
Çé 638 292 68 18 129

ÉJÉeÉSÉäÅ[
ÉpÅ[Ég

ÉAÉãÉoÉCÉg
ë¼êEé“ ÇªÇÃëº ïsñæ

Åì 6.0 8.2 2.7 3.8
Çé 38 52 17 24
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�ñ‚2Å@ó çsé“ÇÃîNóÓç\ê¨

ÉJÉeÉSÉäÅ[ ëSëÃ
�18çŒà»â Ç¾

ä‹Ç¼
19Å`64çŒ

ÇÃÇ›
65çŒà»è„Ç¾

ä‹Ç¼

Åì 100.0 29.5 17.6 53.0
Çé 638 188 112 338

�ñ‚3Å@ó çsÇÃñ¹ìI

ÉJÉeÉSÉäÅ[ ëSëÃ
�â²ë Ç‚êeê 

�Ç²ÇÃó çs
�óFêlÇ²ÇÃó çs �àÍêló �ícëÃó çs

Åì 100.0 67.2 19.3 0.8 5.3
Çé 638 429 123 5 34

ÉJÉeÉSÉäÅ[ ÇªÇÃëº ïsñæ

Åì 6.7 0.6
Çé 43 4

�ñ‚4Å@ãSì{êÏâ êÚÇ-ó«Ç©Ç¡ÇžÇ±Ç²Åiï°êîâÒìöÅj

ÉJÉeÉSÉäÅ[ ëSëÃ
é©ëRÇ™ñLÇ©Ç-

ïóåÐñæõZ
äœåÐé{ê›Ç™
ã½Ç°Ç…Ç†ÇÈ

óLñºÇ»äœåÐín
Ç™é¸ï”Ç…Ç†ÇÈ

ÉeÅ[É}ÉpÅ[ÉN
Ç™é¸ï”Ç…Ç†ÇÈ

Åì 100.0 49.4 11.1 31.3 27.0
Çé 638 315 71 200 172

ÉJÉeÉSÉäÅ[
�â êÚÇÃéøÇ™

ÇÊÇ¢
Ç®ïóòCÇÃê›îÐ

Ç™ÇÊÇ¢
�ÉzÉeÉãÇ‚ó äŸ

ÇÃêHéñÇ™ÇÊÇ¢
�ÉzÉeÉãÇ‚ó äŸ

Ç™óßîh

�Œ¦ŸÇ‚ó äŸÇÃ
�ª À¼žÇ™çsÇ´
ìÕÇ¢ÇƒÇ¢ÇÈ

Åì 40.0 34.3 35.3 21.9 31.7
Çé 255 219 225 140 202

ÉJÉeÉSÉäÅ[ ÇªÇÃëº ïsñæ

Åì 13.9 1.9
Çé 89 12
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� �ñ‚ÇTÅ@ãSì{êÏâ êÚÇ-äÝë“ÇÕÇ ÇÍÇæÇ¡ÇžÇ±Ç²Åiï°êîâÒìöÅj

ÉJÉeÉSÉäÅ[ ëSëÃ
�â êÚínÇÃ

ïóèÓÇ…åáÇØÇÈ

ãSì{êÏÇÃâÕå¥Ç‚
é¸ï”ÇÃéRÇ¾

ï‡ÇØÇ»Ç¢

ñºèäÇ‚ãåê’Ç™
äXÇÃíÜÇ…Ç»Ç¢

é¸ï”ÇÃäœåÐínìô
Ç…ñ£óÕÇ™Ç»Ç¢

Åì 100.0 18.0 14.4 19.6 19.3
Çé 638 115 92 125 123

ÉJÉeÉSÉäÅ[
ìíÇ½ÇÆÇËÇ™

Ç-Ç´Ç»Ç¢
�â êÚÇÃéøÇ™

ïsñûë´
Ç®ïóòCÇÃ

ê›îÐÇ™ïsñûë´
�ÉzÉeÉãÇ‚ó äŸÇÃ

óøóùÇ™ïsñûë´

�ÉzÉeÉãÇ‚ó äŸÇÃ
é{ê›Ç‚ê›îÐÇ™

ïsñûë´

Åì 17.2 6.0 4.7 6.1 2.5
Çé 110 38 30 39 16

ÉJÉeÉSÉäÅ[
�ÉzÉeÉãÇ‚ó äŸÇÃ

ÉTÅ[ÉrÉXÇ™
ïsñûë´

ÇªÇÃëº ïsñæ

Åì 3.9 11.4 28.5
Çé 25 73 182

ñ‚ÇUÅ@çƒóàñKÇÃà”å¸

ÉJÉeÉSÉäÅ[ ëSëÃ
óàÇžÇ¢

óàÇƒÇ‡ÇÊÇ¢
óàÇžÇ°Ç»Ç¢ ïsñæ

Åì 100.0 95.0 2.4 2.7
Çé 638 606 15 17

ñ‚ÇVÅ@èhîëíÜÇ…äXÇ…èoÇÈó\íË

ÉJÉeÉSÉäÅ[ ëSëÃ
èoÇž

Åió\íËÇ¾ä‹Ç¼Åj
èoÇƒÇ¢Ç»Ç¢

Åió\íËÇ¾ä‹Ç¼Åj
ïsñæ

Åì 100.0 28.2 71.3 0.5
Çé 638 180 455 3

ñ‚ÇWÅ@äXÇ…èoÇÈñ¹ìIÅiï°êîâÒìöÅj
ÉJÉeÉSÉäÅ[ ëSëÃ éUï‡ îÉÇ¢ï® êHéñÇ‚ãiíÉ Ç®é¾Ç¾à×Ç¼

Åì 100.0 62.8 39.4 15.0 3.3
Çé 180 113 71 27 6

ÉJÉeÉSÉäÅ[ äœåÐ �ëºÇÃâ êÚÇ…ì¸ÇÈ ÇªÇÃëº ïsñæ

Åì 23.9 8.3 4.4 0.6
Çé 43 15 8 1
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ñ‚9Å@äXÇ…èoÇ»Ç¢óùóRÅiï°êîâÒìöÅj

ÉJÉeÉSÉäÅ[ ëSëÃ
ñ£óÕìIÇ»Ç®ìXÇ™

�Ç»Ç ÇªÇ§

ï‡ìšÇ™Ç»Ç°ÅA
âÐìKÇ…ï‡ÇØÇªÇ§

Ç‡Ç»Ç¢

ñºèäÇ‚ãåê’Ç™
äXÇÃíÜÇ…Ç»Ç¢

�Œ¦ŸÇ‚ó äŸì‡ÇÃ
é{ê›Ç™è[é¿Çµ

ÇƒÇ¢ÇÈ

Åì 100.0 36.0 9.9 22.4 30.8
Çé 455 164 45 102 140

ÉJÉeÉSÉäÅ[ éûä‘Ç™Ç»Ç¢ ä¶Ç¢ ÇªÇÃëº ïsñæ

Åì 25.3 33.4 18.7 1.8
Çé 115 152 85 8

�ñ‚10Å@Ç‡Ç§àÍìxçsÇ´ÇžÇ¢Ç²évÇ§â êÚÅiÇRÇ¬Ç‹Ç-Åj

ÉJÉeÉSÉäÅ[ ëSëÃ
�â êÚäXÇÁÇµÇ¢
ïóèÓÇ™Ç†ÇÈ

îÉÇ¢ï®Ç‚à×êH
Ç™äyÇµÇ½ÇÈ

Ç®ç’ÇËÇ‚
ÉCÉxÉìÉgÇ™

çsÇÌÇÍÇƒÇ¢ÇÈ

ìíÇ½ÇÆÇËÇ™
Ç-Ç´ÇÈ

Åì 100.0 63.2 26.8 18.3 29.3
Çé 638 403 171 117 187

ÉJÉeÉSÉäÅ[
�â êÚó¦ó{Ç™

Ç-Ç´ÇÈ
êFÅXÇ»ïóòCÇ™

äyÇµÇ½ÇÈ

�â êÚï\é¶ìôÇ™
ÇµÇ¡Ç©ÇËÇµÇƒ

Ç¢ÇÈ

�êHéñÇ‚¡™Ø Š›/
�± ƒéûä‘Ç¾
ëIÇ³ÇÈ

ëfîëÇ‹ÇËÇ»Ç«
à¿Ç°îëÇ‹ÇÍÇÈ

èhÇ™Ç†ÇÈ

Åì 5.2 27.9 31.2 38.1 13.0
Çé 33 178 199 243 83

ÉJÉeÉSÉäÅ[ ÇªÇÃëº ïsñæ

Åì 5.5 2.2
Çé 35 14
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�Å°ó çsé“ÇÃÉOÉãÅ[Évç\ê¨ï ÇÃèWåvåãâ 
�Å@Åi18çŒà»â ÇÃéqÇ«Ç‡òAÇÍÅA65çŒà»è„ÇÃçÇóÓé“òAÇÍÅA19Å`64çŒÇÃêlÇÃÇ›Åj

�ñ‚4Å@ãSì{êÏâ êÚÇ-ó«Ç©Ç¡ÇžÇ±Ç²Åiï°êîâÒìöÅj

ÉJÉeÉSÉäÅ[
é©ëRÇ™ñLÇ©Ç-

ïóåÐñæõZ
äœåÐé{ê›Ç™
ã½Ç°Ç…Ç†ÇÈ

óLñºÇ»äœåÐín
Ç™é¸ï”Ç…Ç†ÇÈ

ÉeÅ[É}ÉpÅ[ÉN
Ç™é¸ï”Ç…Ç†ÇÈ

éqÇ«Ç‡òAÇÍ Åì 47.9 14.9 26.6 41.0
ÇéÅÅ188 Çé 90 28 50 77

çÇóÓé“òAÇÍ Åì 52.7 10.7 41.1 18.8
ÇéÅÅ112 Çé 59 12 46 21
ëÂêlÇÃÇ› Åì 49.1 9.2 30.8 21.9
ÇéÅÅ338 Çé 166 31 104 74

ÉJÉeÉSÉäÅ[
�â êÚÇÃéøÇ™

ÇÊÇ¢
Ç®ïóòCÇÃê›îÐ

Ç™ÇÊÇ¢
�ÉzÉeÉãÇ‚ó äŸ

ÇÃêHéñÇ™ÇÊÇ¢
�ÉzÉeÉãÇ‚ó äŸ

Ç™óßîh

éqÇ«Ç‡òAÇÍ Åì 36.7 26.6 31.4 19.1

ÇéÅÅ188 Çé 69 50 59 36
çÇóÓé“òAÇÍ Åì 60.7 48.2 43.8 26.8

ÇéÅÅ112 Çé 68 54 49 30
ëÂêlÇÃÇ› Åì 34.9 34.0 34.6 21.9

ÇéÅÅ338 Çé 118 115 117 74

ÉJÉeÉSÉäÅ[
�ÉzÉeÉãÇ‚ó äŸÇÃ

ÉTÅ[ÉrÉXÇ™
çsÇ´ìÕÇ¢ÇƒÇ¢ÇÈ

ÇªÇÃëº ïsñæ

éqÇ«Ç‡òAÇÍ Åì 31.9 14.4 1.6

ÇéÅÅ188 Çé 60 27 3
çÇóÓé“òAÇÍ Åì 39.3 17.0 2.7

ÇéÅÅ112 Çé 44 19 3
ëÂêlÇÃÇ› Åì 29.0 12.7 1.8

ÇéÅÅ338 Çé 98 43 6
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� �ñ‚5Å@ãSì{êÏâ êÚÇ-äÝë“ÇÕÇ ÇÍÇæÇ¡ÇžÇ±Ç²Åiï°êîâÒìöÅj

ÉJÉeÉSÉäÅ[
�â êÚínÇÃ

ïóèÓÇ…åáÇØÇÈ

ãSì{êÏÇÃâÕå¥Ç‚
é¸ï”ÇÃéRÇ¾

ï‡ÇØÇ»Ç¢

ñºèäÇ‚ãåê’Ç™
äXÇÃíÜÇ…Ç»Ç¢

é¸ï”ÇÃäœåÐínìô
Ç…ñ£óÕÇ™Ç»Ç¢

éqÇ«Ç‡òAÇÍ Åì 16.5 13.8 17.0 17.0
ÇéÅÅ188 Çé 31 26 32 32

çÇóÓé“òAÇÍ Åì 16.1 13.4 18.8 10.7
ÇéÅÅ112 Çé 18 15 21 12
ëÂêlÇÃÇ› Åì 19.5 15.1 21.3 23.4
ÇéÅÅ338 Çé 66 51 72 79

ÉJÉeÉSÉäÅ[
ìíÇ½ÇÆÇËÇ™

Ç-Ç´Ç»Ç¢
�â êÚÇÃéøÇ™

ïsñûë´
Ç®ïóòCÇÃ

ê›îÐÇ™ïsñûë´
�ÉzÉeÉãÇ‚ó äŸÇÃ

óøóùÇ™ïsñûë´

éqÇ«Ç‡òAÇÍ Åì 12.8 4.8 4.8 6.9
ÇéÅÅ188 Çé 24 9 9 13

çÇóÓé“òAÇÍ Åì 17.0 4.5 1.8 5.4
ÇéÅÅ112 Çé 19 5 2 6
ëÂêlÇÃÇ› Åì 19.8 7.1 5.6 5.9
ÇéÅÅ338 Çé 67 24 19 20

ÉJÉeÉSÉäÅ[
�ÉzÉeÉãÇ‚ó äŸÇÃ

é{ê›Ç‚ê›îÐÇ™
ïsñûë´

�ÉzÉeÉãÇ‚ó äŸÇÃ
ÉTÅ[ÉrÉXÇ™

ïsñûë´
ÇªÇÃëº ïsñæ

éqÇ«Ç‡òAÇÍ Åì 4.3 3.7 12.2 33.0
ÇéÅÅ188 Çé 8 7 23 62

çÇóÓé“òAÇÍ Åì 0.9 3.6 7.1 42.0
ÇéÅÅ112 Çé 1 4 8 47
ëÂêlÇÃÇ› Åì 2.1 4.1 12.4 21.6
ÇéÅÅ338 Çé 7 14 42 73
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ñ‚ÇWÅ@äXÇ…èoÇÈñ¹ìIÅiï°êîâÒìöÅj
ÉJÉeÉSÉäÅ[ éUï‡ îÉÇ¢ï® êHéñÇ‚ãiíÉ Ç®é¾Ç¾à×Ç¼

éqÇ«Ç‡òAÇÍ Åì 58.0 34.0 10.0 2.0

ÇéÅÅ188 Çé 109 64 19 4
çÇóÓé“òAÇÍ Åì 73.3 43.3 20.0 0.0

ÇéÅÅ112 Çé 82 49 22 0
ëÂêlÇÃÇ› Åì 62.0 41.0 16.0 5.0

ÇéÅÅ338 Çé 210 139 54 17

ÉJÉeÉSÉäÅ[ äœåÐ �ëºÇÃâ êÚÇ…ì¸ÇÈ ÇªÇÃëº ïsñæ

éqÇ«Ç‡òAÇÍ Åì 30.0 0.0 4.0 0.0

ÇéÅÅ188 Çé 56 0 8 0
çÇóÓé“òAÇÍ Åì 10.0 6.7 6.7 3.3

ÇéÅÅ112 Çé 11 7 7 4
ëÂêlÇÃÇ› Åì 25.0 13.0 4.0 0.0

ÇéÅÅ338 Çé 85 44 14 0

ñ‚9Å@äXÇ…èoÇ»Ç©Ç¡ÇžóùóRÅiï°êîâÒìöÅj

ÉJÉeÉSÉäÅ[
ñ£óÕìIÇ»Ç®ìXÇ™

�Ç»Ç ÇªÇ§

ï‡ìšÇ™Ç»Ç°ÅA
âÐìKÇ…ï‡ÇØÇªÇ§

Ç‡Ç»Ç¢

ñºèäÇ‚ãåê’Ç™
äXÇÃíÜÇ…Ç»Ç¢

�Œ¦ŸÇ‚ó äŸì‡ÇÃ
é{ê›Ç™è[é¿Çµ

ÇƒÇ¢ÇÈ

éqÇ«Ç‡òAÇÍ Åì 34.3 11.7 22.6 31.4

ÇéÅÅ188 Çé 64 22 43 59
çÇóÓé“òAÇÍ Åì 34.1 4.9 20.7 36.6

ÇéÅÅ112 Çé 38 5 23 41
ëÂêlÇÃÇ› Åì 37.7 10.6 22.9 28.4

ÇéÅÅ338 Çé 127 36 77 96

ÉJÉeÉSÉäÅ[ éûä‘Ç™Ç»Ç¢ ä¶Ç¢ ÇªÇÃëº ïsñæ

éqÇ«Ç‡òAÇÍ Åì 23.4 38.0 24.1 0.0

ÇéÅÅ188 Çé 44 71 45 0
çÇóÓé“òAÇÍ Åì 20.7 26.8 19.5 6.1

ÇéÅÅ112 Çé 23 30 22 7
ëÂêlÇÃÇ› Åì 28.0 33.1 15.3 1.3

ÇéÅÅ338 Çé 95 112 52 4
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� � � �Å°ó çsÇÃñ¹ìIï ÇÃèWåvåãâ Åiâ²ë Ç‚êeê Ç²ÇÃó çsÅAóFêlÇ²ÇÃó çsÅj
Å@

�ñ‚4Å@ãSì{êÏâ êÚÇ-ó«Ç©Ç¡ÇžÇ±Ç²Åiï°êîâÒìöÅj

ÉJÉeÉSÉäÅ[
é©ëRÇ™ñLÇ©Ç-

ïóåÐñæõZ
äœåÐé{ê›Ç™
ã½Ç°Ç…Ç†ÇÈ

óLñºÇ»äœåÐín
Ç™é¸ï”Ç…Ç†ÇÈ

ÉeÅ[É}ÉpÅ[ÉN
Ç™é¸ï”Ç…Ç†ÇÈ

�â²ë Ç‚êeê Åì 47.3 11.4 32.6 29.8
ÇéÅÅ119 Çé 56 14 39 36
óFêlÇ² Åì 54.5 12.2 29.3 21.1
ÇéÅÅ42 Çé 23 5 12 9

ÉJÉeÉSÉäÅ[
�â êÚÇÃéøÇ™

ÇÊÇ¢
Ç®ïóòCÇÃê›îÐ

Ç™ÇÊÇ¢
�ÉzÉeÉãÇ‚ó äŸ

ÇÃêHéñÇ™ÇÊÇ¢
�ÉzÉeÉãÇ‚ó äŸ

Ç™óßîh

�â²ë Ç‚êeê Åì 40.1 32.9 36.4 22.1
ÇéÅÅ119 Çé 48 39 43 26
óFêlÇ² Åì 35.0 34.1 35.8 18.7
ÇéÅÅ42 Çé 15 14 15 8

ÉJÉeÉSÉäÅ[
�ÉzÉeÉãÇ‚ó äŸÇÃ

ÉTÅ[ÉrÉXÇ™
çsÇ´ìÕÇ¢ÇƒÇ¢ÇÈ

ÇªÇÃëº ïsñæ

�â²ë Ç‚êeê Åì 33.3 14.7 1.2
ÇéÅÅ119 Çé 40 17 1
óFêlÇ² Åì 28.5 13.8 0.8
ÇéÅÅ42 Çé 12 6 0
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� �ñ‚5Å@ãSì{êÏâ êÚÇ-äÝë“ÇÕÇ ÇÍÇæÇ¡ÇžÇ±Ç²Åiï°êîâÒìöÅj

ÉJÉeÉSÉäÅ[
�â êÚínÇÃ

ïóèÓÇ…åáÇØÇÈ

ãSì{êÏÇÃâÕå¥Ç‚
é¸ï”ÇÃéRÇ¾

ï‡ÇØÇ»Ç¢

ñºèäÇ‚ãåê’Ç™
äXÇÃíÜÇ…Ç»Ç¢

é¸ï”ÇÃäœåÐínìô
Ç…ñ£óÕÇ™Ç»Ç¢

�â²ë Ç‚êeê Åì 18.6 15.4 19.6 17.7

ÇéÅÅ119 Çé 22 18 23 21
óFêlÇ² Åì 16.3 12.2 22.8 27.6

ÇéÅÅ42 Çé 7 5 10 12

ÉJÉeÉSÉäÅ[
ìíÇ½ÇÆÇËÇ™

Ç-Ç´Ç»Ç¢
�â êÚÇÃéøÇ™

ïsñûë´
Ç®ïóòCÇÃ

ê›îÐÇ™ïsñûë´
�ÉzÉeÉãÇ‚ó äŸÇÃ

óøóùÇ™ïsñûë´

�â²ë Ç‚êeê Åì 17.2 5.8 4.0 6.8

ÇéÅÅ119 Çé 21 7 5 8
óFêlÇ² Åì 21.1 7.3 6.5 4.1

ÇéÅÅ42 Çé 9 3 3 2

ÉJÉeÉSÉäÅ[
�ÉzÉeÉãÇ‚ó äŸÇÃ

é{ê›Ç‚ê›îÐÇ™
ïsñûë´

�ÉzÉeÉãÇ‚ó äŸÇÃ
ÉTÅ[ÉrÉXÇ™

ïsñûë´
ÇªÇÃëº ïsñæ

�â²ë Ç‚êeê Åì 2.6 3.0 11.4 29.6

ÇéÅÅ119 Çé 3 4 14 35
óFêlÇ² Åì 2.4 7.3 13.8 22.0

ÇéÅÅ42 Çé 1 3 6 9
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ñ‚ÇWÅ@äXÇ…èoÇÈñ¹ìIÅiï°êîâÒìöÅj
ÉJÉeÉSÉäÅ[ éUï‡ îÉÇ¢ï® êHéñÇ‚ãiíÉ Ç®é¾Ç¾à×Ç¼

�â²ë Ç‚êeê Åì 61.3 35.3 13.4 2.5

ÇéÅÅ119 Çé 73 42 16 3
óFêlÇ² Åì 69.0 47.6 19.0 0.0

ÇéÅÅ42 Çé 29 20 8 0

ÉJÉeÉSÉäÅ[ äœåÐ �ëºÇÃâ êÚÇ…ì¸ÇÈ ÇªÇÃëº ïsñæ

�â²ë Ç‚êeê Åì 24.4 7.6 3.4 0.8

ÇéÅÅ119 Çé 29 9 4 1
óFêlÇ² Åì 26.2 9.5 7.1 0.0

ÇéÅÅ42 Çé 11 4 3 0

ñ‚9Å@äXÇ…èoÇ»Ç©Ç¡ÇžóùóRÅiï°êîâÒìöÅj

ÉJÉeÉSÉäÅ[
ñ£óÕìIÇ»Ç®ìXÇ™

�Ç»Ç ÇªÇ§

ï‡ìšÇ™Ç»Ç°ÅA
âÐìKÇ…ï‡ÇØÇªÇ§

Ç‡Ç»Ç¢

ñºèäÇ‚ãåê’Ç™
äXÇÃíÜÇ…Ç»Ç¢

�Œ¦ŸÇ‚ó äŸì‡ÇÃ
é{ê›Ç™è[é¿Çµ

ÇƒÇ¢ÇÈ

�â²ë Ç‚êeê Åì 36.8 11.1 23.1 34.9

ÇéÅÅ119 Çé 44 13 28 41
óFêlÇ² Åì 37.0 9.9 27.2 19.8

ÇéÅÅ42 Çé 16 4 11 8

ÉJÉeÉSÉäÅ[ éûä‘Ç™Ç»Ç¢ ä¶Ç¢ ÇªÇÃëº ïsñæ

�â²ë Ç‚êeê Åì 24.4 32.2 19.9 0.7

ÇéÅÅ119 Çé 29 38 24 1
óFêlÇ² Åì 24.7 38.3 16.0 3.7

ÇéÅÅ42 Çé 10 16 7 2
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�Å°ñ‚10ÅFÇ‡Ç§àÍìxçsÇ´ÇžÇ¢â êÚÅiÇRÇ¬Ç‹Ç-ÅjÇÃèWåvåãâ 

Å†ÉOÉãÅ[Évç\ê¨ï ÅiéqÇ«Ç‡òAÇÍÅAçÇóÓé“òAÇÍÅAëÂêlÇÃÇ›Åj

ÉJÉeÉSÉäÅ[
�â êÚäXÇÁÇµÇ¢
ïóèÓÇ™Ç†ÇÈ

îÉÇ¢ï®Ç‚à×êH
Ç™äyÇµÇ½ÇÈ

Ç®ç’ÇËÇ‚
ÉCÉxÉìÉgÇ™

çsÇÌÇÍÇƒÇ¢ÇÈ

ìíÇ½ÇÆÇËÇ™
Ç-Ç´ÇÈ

éqÇ«Ç‡òAÇÍ Åì 59.6 31.9 23.4 20.7
ÇéÅÅ188 Çé 112 60 44 39

çÇóÓé“òAÇÍ Åì 58.0 16.1 11.6 31.3
ÇéÅÅ112 Çé 65 18 13 35
ëÂêlÇÃÇ› Åì 66.9 27.5 17.8 33.4
ÇéÅÅ338 Çé 226 93 60 113

ÉJÉeÉSÉäÅ[
�â êÚó¦ó{Ç™

Ç-Ç´ÇÈ
êFÅXÇ»ïóòCÇ™

äyÇµÇ½ÇÈ

�â êÚï\é¶ìôÇ™
ÇµÇ¡Ç©ÇËÇµÇƒ

Ç¢ÇÈ

�êHéñÇ‚¡™Ø Š›/
�± ƒéûä‘Ç¾
ëIÇ³ÇÈ

éqÇ«Ç‡òAÇÍ Åì 3.7 43.6 26.1 38.3
ÇéÅÅ188 Çé 7 82 49 72

çÇóÓé“òAÇÍ Åì 7.1 12.5 45.5 38.4
ÇéÅÅ112 Çé 8 14 51 43
ëÂêlÇÃÇ› Åì 5.3 24.3 29.3 37.9
ÇéÅÅ338 Çé 18 82 99 128

ÉJÉeÉSÉäÅ[
ëfîëÇ‹ÇËÇ»Ç«
à¿Ç°îëÇ‹ÇÍÇÈ

èhÇ™Ç†ÇÈ
ÇªÇÃëº ïsñæ

éqÇ«Ç‡òAÇÍ Åì 12.8 6.4 2.1
ÇéÅÅ188 Çé 24 12 4

çÇóÓé“òAÇÍ Åì 15.2 4.5 4.5
ÇéÅÅ112 Çé 17 5 5
ëÂêlÇÃÇ› Åì 12.4 5.3 1.5
ÇéÅÅ338 Çé 42 18 5
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� �Å†ó çsÇÃñ¹ìIï Åiâ²ë Ç‚êeê Ç²ÅAóFêlÇ²Åj

ÉJÉeÉSÉäÅ[
�â êÚäXÇÁÇµÇ¢
ïóèÓÇ™Ç†ÇÈ

îÉÇ¢ï®Ç‚à×êH
Ç™äyÇµÇ½ÇÈ

Ç®ç’ÇËÇ‚
ÉCÉxÉìÉgÇ™

çsÇÌÇÍÇƒÇ¢ÇÈ

ìíÇ½ÇÆÇËÇ™
Ç-Ç´ÇÈ

�â²ë Ç‚êeê Åì 62.9 27.5 18.2 28.0

ÇéÅÅ119 Çé 75 33 22 33
óFêlÇ² Åì 70.7 25.2 25.2 35.8

ÇéÅÅ42 Çé 30 11 11 15

ÉJÉeÉSÉäÅ[
�â êÚó¦ó{Ç™

Ç-Ç´ÇÈ
êFÅXÇ»ïóòCÇ™

äyÇµÇ½ÇÈ

�â êÚï\é¶ìôÇ™
ÇµÇ¡Ç©ÇËÇµÇƒ

Ç¢ÇÈ

�êHéñÇ‚¡™Ø Š›/
�± ƒéûä‘Ç¾
ëIÇ³ÇÈ

�â²ë Ç‚êeê Åì 5.4 30.5 32.6 37.8

ÇéÅÅ119 Çé 6 36 39 45
óFêlÇ² Åì 4.1 25.2 26.8 39.8

ÇéÅÅ42 Çé 2 11 11 17

ÉJÉeÉSÉäÅ[
ëfîëÇ‹ÇËÇ»Ç«
à¿Ç°îëÇ‹ÇÍÇÈ

èhÇ™Ç†ÇÈ
ÇªÇÃëº ïsñæ

�â²ë Ç‚êeê Åì 13.5 5.6 1.9

ÇéÅÅ119 Çé 16 7 2
óFêlÇ² Åì 14.6 3.3 1.6

ÇéÅÅ42 Çé 6 1 1



 
2-42 

 

Å°ñ‚ÇUÅFçƒóàñKÇÃà”å¸ï ÇÃèWåvåãâ 

�ñ‚4Å@ãSì{êÏâ êÚÇ-ó«Ç©Ç¡ÇžÇ±Ç²Åiï°êîâÒìöÅj

ÉJÉeÉSÉäÅ[
é©ëRÇ™ñLÇ©Ç-

ïóåÐñæõZ
äœåÐé{ê›Ç™
ã½Ç°Ç…Ç†ÇÈ

óLñºÇ»äœåÐín
Ç™é¸ï”Ç…Ç†ÇÈ

ÉeÅ[É}ÉpÅ[ÉN
Ç™é¸ï”Ç…Ç†ÇÈ

óàÇžÇ¢ Åì 50.2 11.2 30.5 26.6
ÇéÅÅ606 Çé 304 68 185 161

óàÇžÇ°Ç»Ç¢ Åì 33.3 6.7 53.3 40.0
ÇéÅÅ15 Çé 5 1 8 6

ÉJÉeÉSÉäÅ[
�â êÚÇÃéøÇ™

ÇÊÇ¢
Ç®ïóòCÇÃê›îÐ

Ç™ÇÊÇ¢
�ÉzÉeÉãÇ‚ó äŸ

ÇÃêHéñÇ™ÇÊÇ¢
�ÉzÉeÉãÇ‚ó äŸ

Ç™óßîh

óàÇžÇ¢ Åì 40.6 35.0 36.3 22.1
ÇéÅÅ606 Çé 246 212 220 134

óàÇžÇ°Ç»Ç¢ Åì 26.7 20.0 13.3 26.7
ÇéÅÅ15 Çé 4 3 2 4

ÉJÉeÉSÉäÅ[
�ÉzÉeÉãÇ‚ó äŸÇÃ

ÉTÅ[ÉrÉXÇ™
çsÇ´ìÕÇ¢ÇƒÇ¢ÇÈ

ÇªÇÃëº ïsñæ

óàÇžÇ¢ Åì 32.8 14.2 1.8
ÇéÅÅ606 Çé 199 86 11

óàÇžÇ°Ç»Ç¢ Åì 6.7 6.7 0.0
ÇéÅÅ15 Çé 1 1 0
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� �ñ‚5Å@ãSì{êÏâ êÚÇ-äÝë“ÇÕÇ ÇÍÇæÇ¡ÇžÇ±Ç²Åiï°êîâÒìöÅj

ÉJÉeÉSÉäÅ[
�â êÚínÇÃ

ïóèÓÇ…åáÇØÇÈ

ãSì{êÏÇÃâÕå¥Ç‚
é¸ï”ÇÃéRÇ¾

ï‡ÇØÇ»Ç¢

ñºèäÇ‚ãåê’Ç™
äXÇÃíÜÇ…Ç»Ç¢

é¸ï”ÇÃäœåÐínìô
Ç…ñ£óÕÇ™Ç»Ç¢

óàÇžÇ¢ Åì 17.2 14.4 18.5 19.1
ÇéÅÅ606 Çé 104 87 112 116

óàÇžÇ°Ç»Ç¢ Åì 46.7 6.7 33.3 20.0
ÇéÅÅ15 Çé 7 1 5 3

ÉJÉeÉSÉäÅ[
ìíÇ½ÇÆÇËÇ™

Ç-Ç´Ç»Ç¢
�â êÚÇÃéøÇ™

ïsñûë´
Ç®ïóòCÇÃ

ê›îÐÇ™ïsñûë´
�ÉzÉeÉãÇ‚ó äŸÇÃ

óøóùÇ™ïsñûë´

óàÇžÇ¢ Åì 17.5 5.3 4.5 5.6
ÇéÅÅ606 Çé 106 32 27 34

óàÇžÇ°Ç»Ç¢ Åì 6.7 40.0 20.0 33.3
ÇéÅÅ15 Çé 1 6 3 5

ÉJÉeÉSÉäÅ[
�ÉzÉeÉãÇ‚ó äŸÇÃ

é{ê›Ç‚ê›îÐÇ™
ïsñûë´

�ÉzÉeÉãÇ‚ó äŸÇÃ
ÉTÅ[ÉrÉXÇ™

ïsñûë´
ÇªÇÃëº ïsñæ

óàÇžÇ¢ Åì 2.3 3.6 11.2 29.2
ÇéÅÅ606 Çé 14 22 68 177

óàÇžÇ°Ç»Ç¢ Åì 13.3 20.0 33.3 0.0
ÇéÅÅ15 Çé 2 3 5 0
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（３）潜在的顧客へのアンケート（台東区住民アンケート調査） 
 

①概要 
 

□アンケート調査の目的 
・鬼怒川温泉の潜在的顧客の意見を聴取するアンケート。 

 

□調査期間 
・平成 17年 1月 30 日（日）〜2 月 6日（日）の 10日間 

 

□調査対象者 
・台東区に居住する 20 代から 70 代の男女、各 50 人（全 600 人）を無作為に抽

出 

 

□配布数・回収数 
・配布数：600 通 

・回収数：165 通（回収率 27.5％） 

 

□調査方法 
・アンケート票を郵送にて配布 

・郵送にて回収 
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②アンケート用紙 
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③集計結果 
■属性 
□記入者の性別（ｎ＝165） 

男性
41.8%

女性
54.5%

不明
3.6%

ｎ=165

 

 
□記入者の職業（ｎ＝165） 

32.1

15.2

3.6

23.0

7.9

5.5

5.5

7.3

0 10 20 30 40

会社員・公務員

自営業

学生

主婦

パート・アルバイト

退職者

その他

不明
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□鬼怒川温泉への旅行経験（ｎ＝165） 

ある
86.1%

ない
13.9%

不明
0.0%

 

 
□記入者の職業（ｎ＝165） 

10.3

15.2

21.8

16.4

20.0

14.5

1.8

0 5 10 15 20 25

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

不明 ｎ=165
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□鬼怒川温泉への旅行目的（ｎ＝142） 

66.2

50.7

5.6

44.4

4.2

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80

家族や親戚との旅行

友人との旅行

一人旅

団体旅行

その他

不明 ｎ=142
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■単純集計結果 
□鬼怒川温泉への再来訪の意向（ｎ＝165） 

不明
12.7%

行きたくない
4.8%

行きたい・行って
もよい
82.4%

ｎ=165

 
 
□鬼怒川温泉で良かったこと（ｎ＝136） 

13.2

20.6

27.9

47.8

24.3

60.3

35.3

69.9

17.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80

自然が豊かで風光明媚

観光施設が近くにある

有名な観光地が周辺にある

テーマパークが周辺にある

温泉の質がよい

お風呂の設備がよい

ホテルや旅館の食事がよい

ホテルや旅館が立派

ﾎﾃﾙや旅館のｻｰﾋﾞｽが行き届いている

その他

不明
ｎ=136
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□鬼怒川温泉に行きたくない理由（ｎ＝８） 

25.0

50.0

25.0

25.0

12.5

12.5

0.0

0.0

37.5

0 10 20 30 40 50 60

温泉地の風情に欠ける

鬼怒川の河原や周辺の山を歩けない

名所や旧跡が街の中にない

周辺の観光地等に魅力がない

湯めぐりができない

温泉の質が不満足

お風呂の設備が不満足

ホテルや旅館の料理が不満足

ホテルや旅館の施設や設備が不満足

ホテルや旅館のサービスが不満足

その他

不明
ｎ=8

 

 
□鬼怒川温泉に行ったことがない理由（ｎ＝23） 

0.0

43.5

8.7

21.7

0.0

8.7

0.0

8.7

0.0

26.1

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

良いイメージを持っていない

ホテルや旅館に魅力がない

ホテルや旅館の料金が高い

観光地や景勝地に魅力がない

温泉に行きたいとは思わない

旅行するゆとりがない
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□行ってみたいと思う温泉（ｎ＝165） 
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□温泉地で利用・体験してみたいこと（ｎ＝165） 
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■性別別の集計結果（男、女） 
□鬼怒川温泉に行った目的（ｎ＝142） 
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□鬼怒川温泉の良かったところ（ｎ＝165） 
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□温泉地で体験・利用してみたいこと（ｎ＝165） 
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■年代別の集計結果（20〜30 歳代、40〜50 歳代、60〜70 歳代以上） 
□鬼怒川温泉に行った経験（ｎ＝165） 
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□鬼怒川温泉に行った目的（ｎ＝142） 
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□再訪の意向（ｎ＝165） 
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□鬼怒川温泉で良かったこと（ｎ＝136） 
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□行ってみたいと思う温泉（ｎ＝165） 
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□温泉地で体験・利用してみたいこと（ｎ＝165） 
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■これからの鬼怒川温泉への要望や期待（フリーアンサー） 
カテゴリー 件数 主なコメント 

街について 全般 33 ・古いイメージがあるので若い人が興味を持つような施設→観光を考えると良いと思う。 

     ・本来の温泉らしい温泉地がいい。騒がしさは必要ない。 

     ・昔からの良い物を残しながら、エステがあったり、美味しいケーキとコーヒーを飲ませて下さ

る良い雰囲気の所があったり、「ほっ!」と出来る温泉であって下さい。 

     ・昔ながらの街並みを残しつつ新しくきれいなホテルや設備も出来るといい。ホテル以外での外

食できる所が少なかったように思ったので増やして欲しい。 

     ・施設インフラの充実だけでなく、訪れた人が「歓迎されている」と感じられるような雰囲気と

いうものは心に強く残ります。歓迎されてこそ癒されると思いますので、その辺のレベルアップ

に期待します。（鬼怒川温泉を訪れたのはなかり前のことになります。特に上記の事は鬼怒川温

泉に対して感じた、感じていないというものではありません） 

     ・団体の行く旅館は嫌いなので、個人でのんびり静かに温泉を楽しめる宿と川沿いの自然な景観。

(大きな看板や廃屋は見たくない） 

     ・東京から 2 時間と近い温泉地。今、若い人達の温泉熱はかなりのものです。試験後、卒業旅行、

休みが取れたら一泊で温泉と、中高年をターゲットとし若い人達が訪れたくなる様な場所にした

らと思います。おしゃれなカフェやイタリアンレストランがあったら。 

     ・家族サービスを目的とした旅行、一人旅で本当に癒しを求める為に訪れる旅行、それぞれ形態

は違えども、それぞれの目的であれ、満足のいく様な温泉地であり又、受入旅館の充実を期待し

ます。今後、東武鉄道だけでなく、JR 東日本との相互乗入れも決まり、より一層集客が見込ま

れる温泉地であるのだから。 

     ・浅草から東武鉄道で 2時間なので、浅草に住んでいる私としては、本当に近くてうれしい限り

です。だからといってしょっちゅう足を運びたくなるか言ったら･･･というか、何かもう少しひ

かれるものがあれば･･･と思います。たまたま私が行った（泊まった）所がそんなに心ひかれな

かっただけかもしれないので、これから自分好みの宿が見つかる様に何度か行ってみたいと思い

ます。 

     ・夜でも安心して歩ける防犯性 

     ・リーズナブルで、ポイントカードのような回数による特典があると浅草から１本で便利なので

行く人も増えると思う。 

     ・両親は、年に何回か鬼怒川温泉に行きますが、駅まで送迎もありますし皆、親切と聞かされて

います。これからもサービスよろしくお願いします。 

     ・幼い頃から鬼怒川温泉の CM を見ていて名前は知っていたので、これからも頑張って下さい。

もう少し子供が成長したら一度おとずれてみたいです。 

  イメージ 5 ・鬼怒川温泉は、大きな旅館があり男性の団体旅行が多いイメージがある。個人がゆっくり行け

る家族的な温泉になって欲しい。 

     ・一度持ってしまったイメージは何年経っても消えません。鬼怒川というとあの汚い温泉地とい

う事で私はどうしても幹事になっても避けています。 

     ・都心から近いことをもっと宣伝して頂いてイメージアップにつとめてください。 

  駅前 2 ・駅前をもっと充実して欲しい。（駅の周辺に何もない）。駅前に足湯を楽しむ所とか、ショッピ

ングモールを作るとか、駅の発展が観光客の発展につながる。 

  温泉施設 3 ・日帰りでも楽しめる外湯、休憩所の充実。 

     ・設備の整った日帰り入浴施設 例、日光やくおの湯、真岡温泉、かたくりの湯 

  景観 4 ・各店、色まちまちの雑多なのぼりなどの広告が目立つ。温泉街には、個人的に魅力を感じませ

ん。カラートーンの統一された街作りに期待致します。 

     ・大型のホテル、旅館が多すぎるように思います。せっかくの自然の景色がいかされていないと

思います。もっと昔ながらの温泉場の雰囲気を大事にした町作りが必要だと思います。 

  自然 12 ・自然を大切にしてきれいな川や植物を育てて又、季節毎に会いに行きたいと思わせて欲しい。

出来上がったテーマパークや建物なんて一度で飽きてしまうものだから。地場の野菜や果物そし

て小鳥も大切な出会いたい生物です。感動する野生の生物に出会いたい。タヌキ、キツネ、シカ

等。 

     ・外国にあるクラブメッツや PIC の様なスポーツやイベント、森の体験や川での体験をしてくれ

る様な所があると便利で楽しく過ごせそう、若い人にも受けそう。自然の遊び方を知らない人は

多いと思います。癒しだけの温泉場で終わらないで下さい。山や川もいかして下さい。 

     鬼怒川温泉特有の自然を生かした、心の癒される温泉地にして欲しい。 

     川原に降りられる所があるといいのだが。(橋の上でしか川が見れない） 

     家族で自然の中でくつろげるような温泉地 

  子ども 3 ・大きなアスレチックを置いた公園など、遊び場を作って欲しい。子供達が自然の中で遊べる施

設があるといい。 

     ・つり掘り、つかみどり、野菜作りの後の収穫等々、孫や子供達と一緒に遊べる施設があるとい

いですが。 

  交通・道路 5 ・市内交通の便を良くして欲しい。 

     ・バスの本数を増やして欲しい。 

     ・車椅子で移動が出来るよう、道路の整備等を希望する。 

  交通（送迎） 5 ・金曜の夜、会社帰りにそのまま行けるような深夜の送迎サービス。 
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     ・送迎バスの便利性を考えていただく。もっと細かく時間を整えながらお客のサービスにつとめ

ていただきたいです。 

     ・地元の旅館組合で直行バス（浅草、巣鴨、渋谷、新宿等）を設定、宿泊込で交通料も含んで企

画設定。15名以上は直接バスで送迎するとか。現在、実施していたら申し訳ございません。 

  情報 5 ・無料の見やすいおすすめマップ。安いおすすめツアーを作って欲しい。 

     ・たしかに鬼怒川は、浅草から近いですね。ただこの町に住んでいて鬼怒川の事がよく伝わって

来ません。東武鉄道に乗れば日光鬼怒川方面には行くんだ!ぐらいの感覚しかありません。マス

コミ等でイメージ的なアピールをする事をおすすめします。 

温泉について   6 ・“温泉の信頼性”と“大自然”これがなければわざわざ交通費を払って行くのはちょっと、気

分の良い風呂だけなら都心にもたくさんあるので。 

     ・鬼怒川温泉は、とてもリラックスできて気に入った温泉でした。7、8 年前までは、年に 4、5

回行きました。ある日、知人から源泉湯じゃない事を聞き、その後宿泊せずに日帰りで数回行き

ました。とても好きな温泉だけに淋しいですね。わかし湯でなければ直ぐにでも行き、宿泊した

いと思っています。 

     ・他の温泉にないものを、一つ（これが何か? 大きな露天風呂、日本一の露天風呂を作ってく

ださい）だけでもあれば近いので年に何度も行くと思います。 

ホテルに 

ついて 

全般 10 ・よくは知りませんが、鬼怒川の旅館は大規模な施設を持った所が多いようですが、家族で行く

には不向きのような気がする。私が温泉に行く場合（家族で）源泉掛け流しの宿を基本としてお

り、おのずと鬼怒川は対象外になります。 

     ・色々なランクの旅館が共栄共存すこと。東京からの立地も良いのだから宴会ばかりでなく、個

人旅行としても年代的に色々な旅館があって欲しい。個性をもつこと。 

     ・地元の料理といつでも入れる露天風呂 

     ・食事が良くて、温泉がきれいで質が良いというあたりまえの事が出来てないところが多すぎま

す。まずは宿 1 つ 1つが当り前のサービスができるように心掛けて欲しい。そうすれば必行きま

す。宿が全てです。 

     ・団体客がいるホテルよりも小さな旅館で、広目の部屋で落着ける所が良い。お風呂も 1ヵ所で

なく、いくつかあった方が良いと思う。 

     ・宴会で騒々しくない部屋の配置（何回か宴会に巻き込まれて困った事がある。特に和室は鍵が

かからないので） 

  チェックイ

ン／アウト 

4 ・他の温泉地で泊まったあくる日の昼食もあり午後 2時までというのがありました。料金は高く

なりますが、とてもゆっくり出来ました。一泊でもとても良いと思いました。 

     ・ホテルのチェックアウトは遅くしてもらいたい。（チェックインは遅くても良いから）※大体

が 10時チェックアウトなのでのんびり出来ない。11時～12 時にして欲しい。 

  イメージ 2 ・休んでいたり、休館してホテル、旅館を利用する方法を考えた方がよい。「イメージとして」

恐い、暗い、さみしい感じがする。 

     ・安いイメージがある為、高級感 

  食事 17 ・風情が色々あるので良いのですが、食事を全体にもう少し良くして欲しいですね。 

     ・宿の食事がどこも似たりよったりで量も多すぎて少々うんざりしています。 

     ・温泉は好きなのですが、夕食は料理が多くつい食べ過ぎてカロリーオーバーになってしまい又、

塩分やコレステロールも増えてしまいます。年を取ったら料理も沢山食べられませんので数を減

らして、質を良くして頂いたらと思います。健康に良い食事を考えていただけたらと期待してい

ます。 

     ・以前、ある旅行会社のパック旅行で行った時、食事に独自性がないと思いました。数ばかり多

くても仕方がないと思います。横並びでなく、例えば、シニア向けの数が少なくともその価値観

があると思えるメニューを考えられてれは。 

     ・食事もバイキングで色んなものを出してもらった方が良いと思います。 

     ・旅館の料理には、食べられない物が多い。私達が好き嫌いが多いせいでもあるのだが。前もっ

て食事の内容を教えてもらえるとありがたい。高い料金払うのだから。 

     ・食事にも鬼怒川ならではの郷土料理を一品、二品は取り入れて欲しい。 

  接客 4 ・客へのあいさつ（帰り際共）きちんとすると気分が良く、又来たくなる感じがする。従業員の

服装などきれいで統一すると良い。 

     ・仲居さんの質にもバラつきが大きく、宴会等でとても失礼な仲居さんもいて、ビール運びを命

令口調で手伝わされたことすらあります（私は幹事でも何でもないのです）。逆にとても気持良

いサービスをしてくれた人もいたのですが、差があまりに大きすぎます。 

  ペット同伴 4 ・ペット専用の温泉があり、お部屋でペットと一緒に食事が出来る温泉が日本は少ないので是非

作って欲しいです。 

     ・もっと犬連れで入れる宿、レストラン、遊び場が増えて欲しいです。 

  料金 2 ・宿泊料金が平日と休前日の差がだいぶあるので、その差を少し縮めてもらえるとありがたいで

す。勤めているので土日くらいしかお休みが取れないので、平日料金並になると回数も多くいけ

ると思いますのでよろしくお願いします。 

     ・土、日とサービスを決め、代金をかえない方が良いと思います。 

  施設 5 ・温水プールがあるとうれしい。（子供がいるので） 

     ・日頃の疲れが取れるようなマッサージやエステの充実をして欲しい。 
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áCèWåvÉfÅ[É^
Å†ãLì¸é“ÇÃëÆê´
ÉJÉeÉSÉäÅ[ ëSëÃ íj èó ïsñæ

Åì 100.0 41.8 54.5 3.6
Çé 165 69 90 6

Å†ãLì¸é“ÇÃêEã²

ÉJÉeÉSÉäÅ[ ëSëÃ
âÔé–àÐ
åˆñ±àÐ

é©âcã² äwêŽ éÂïw

Åì 100.0 32.1 15.2 3.6 23.0
Çé 165 53 25 6 38

ÉJÉeÉSÉäÅ[
ÉpÅ[Ég

ÉAÉãÉoÉCÉg
ë¼êEé“ ÇªÇÃëº ïsñæ

Åì 7.9 5.5 5.5 7.3
Çé 13 9 9 12

� �Å†ãLì¸é“ÇÃãSì{êÏâ êÚÇ÷ÇÃó çsåoå±
ÉJÉeÉSÉäÅ[ ëSëÃ Ç†ÇÈ Ç»Ç¢

Åì 100.0 86.1 13.9
Çé 165 142 23

Å†ãLì¸é“ÇÃîNóÓç\ê¨
ÉJÉeÉSÉäÅ[ ëSëÃ 20ë„ 30ë„ 40ë„ 50ë„

Åì 100.0 10.3 15.2 21.8 16.4
Çé 165 17 25 36 27

ÉJÉeÉSÉäÅ[ 60ë„ 70ë„à»è„ ïsñæ
Åì 20.0 14.5 1.8
Çé 33 24 3
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�Å†ó çsÇÃñ¹ìI

ÉJÉeÉSÉäÅ[ ëSëÃ
�â²ë Ç‚êeê 

�Ç²ÇÃó çs
�óFêlÇ²ÇÃó çs �àÍêló �ícëÃó çs

Åì 100.0 66.2 50.7 5.6 44.4
Çé 142 94 72 8 63

ÉJÉeÉSÉäÅ[ ÇªÇÃëº ïsñæ

Åì 4.2 0.0
Çé 6 0

�Å†ãSì{êÏâ êÚÇ÷ÇÃçƒñKà”å¸
ÉJÉeÉSÉäÅ[ ëSëÃ çsÇ´ÇžÇ¢

çsÇ´ÇžÇ°Ç»
Ç¢

ïsñæ
Åì 100.0 82.4 4.8 12.7
Çé 165 136 8 21

�Å†ãSì{êÏâ êÚÇ-ó«Ç©Ç¡ÇžÇ±Ç²Åiï°êîâÒìöÅj

ÉJÉeÉSÉäÅ[ ëSëÃ
é©ëRÇ™ñLÇ©Ç-

ïóåÐñæõZ
äœåÐé{ê›Ç™
ã½Ç°Ç…Ç†ÇÈ

óLñºÇ»äœåÐín
Ç™é¸ï”Ç…Ç†ÇÈ

ÉeÅ[É}ÉpÅ[ÉN
Ç™é¸ï”Ç…Ç†ÇÈ

Åì 100.0 69.9 35.3 60.3 24.3
Çé 136 95 48 82 33

ÉJÉeÉSÉäÅ[
�â êÚÇÃéøÇ™

ÇÊÇ¢
Ç®ïóòCÇÃê›îÐ

Ç™ÇÊÇ¢
�ÉzÉeÉãÇ‚ó äŸ

ÇÃêHéñÇ™ÇÊÇ¢
�ÉzÉeÉãÇ‚ó äŸ

Ç™óßîh

�Œ¦ŸÇ‚ó äŸÇÃ
�ª À¼žÇ™çsÇ´
ìÕÇ¢ÇƒÇ¢ÇÈ

Åì 47.8 27.9 20.6 13.2 17.6
Çé 65 38 28 18 24

ÉJÉeÉSÉäÅ[ ÇªÇÃëº ïsñæ

Åì 25.0 0.0
Çé 34 0
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�Å†ãSì{êÏâ êÚÇ…çsÇ´ÇžÇ°Ç»Ç¢óùóRÅiï°êîâÒìöÅj

ÉJÉeÉSÉäÅ[ ëSëÃ
�â êÚínÇÃ

ïóèÓÇ…åáÇØÇÈ

ãSì{êÏÇÃâÕå¥Ç‚
é¸ï”ÇÃéRÇ¾

ï‡ÇØÇ»Ç¢

ñºèäÇ‚ãåê’Ç™
äXÇÃíÜÇ…Ç»Ç¢

é¸ï”ÇÃäœåÐínìô
Ç…ñ£óÕÇ™Ç»Ç¢

Åì 100.0 50.0 25.0 25.0 12.5
Çé 8 4 2 2 1

ÉJÉeÉSÉäÅ[
ìíÇ½ÇÆÇËÇ™
Ç-Ç´Ç»Ç¢

�â êÚÇÃéøÇ™
ïsñûë´

Ç®ïóòCÇÃ
ê›îÐÇ™ïsñûë´

�ÉzÉeÉãÇ‚ó äŸÇÃ
óøóùÇ™ïsñûë´

�ÉzÉeÉãÇ‚ó äŸÇÃ
é{ê›Ç‚ê›îÐÇ™

ïsñûë´

Åì 12.5 0.0 0.0 37.5 25.0
Çé 1 0 0 3 2

ÉJÉeÉSÉäÅ[
�ÉzÉeÉãÇ‚ó äŸÇÃ

ÉTÅ[ÉrÉXÇ™
ïsñûë´

ÇªÇÃëº ïsñæ

Åì 37.5 37.5 12.5
Çé 3 3 1

�Å†ãSì{êÏâ êÚÇ…çsÇ¡ÇžÇ±Ç²Ç™Ç»Ç¢óùóRÅiï°êîâÒìöÅj

ÉJÉeÉSÉäÅ[ ëSëÃ
ó«Ç¢ÉCÉÅÅ[ÉWÇ¾

éùÇ¡ÇƒÇ¢Ç»Ç¢
�ÉzÉeÉãÇ‚ó äŸÇ…

ñ£óÕÇ™Ç»Ç¢
�ÉzÉeÉãÇ‚ó äŸÇÃ

óøã‡Ç™çÇÇ¢
äœåÐínÇ‚åièüín

Ç…ñ£óÕÇ™Ç»Ç¢

Åì 100.0 0.0 8.7 0.0 8.7
Çé 23 0 2 0 2

ÉJÉeÉSÉäÅ[
�â êÚÇ…çsÇ´ÇžÇ¢
Ç²ÇÕévÇÌÇ»Ç¢

� �ó çsÇ ÇÈ
Ç‰Ç²ÇËÇ™Ç»Ç¢

�ó çsÇ…
ãªñ°Ç™Ç»Ç¢

ì¡Ç…óùóRÇÕÇ»Ç¢ ÇªÇÃëº

Åì 0.0 21.7 8.7 43.5 26.1
Çé 0 5 2 10 6
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�Å†Ç‡Ç§àÍìxçsÇ´ÇžÇ¢Ç²évÇ§â êÚÅiÇRÇ¬Ç‹Ç-Åj

ÉJÉeÉSÉäÅ[ ëSëÃ
�â êÚäXÇÁÇµÇ¢
ïóèÓÇ™Ç†ÇÈ

îÉÇ¢ï®Ç‚à×êH
Ç™äyÇµÇ½ÇÈ

Ç®ç’ÇËÇ‚
ÉCÉxÉìÉgÇ™

çsÇÌÇÍÇƒÇ¢ÇÈ

ìíÇ½ÇÆÇËÇ™
Ç-Ç´ÇÈ

Åì 100.0 76.4 25.5 6.1 26.7
Çé 165 126 42 10 44

ÉJÉeÉSÉäÅ[
�â êÚó¦ó{Ç™

Ç-Ç´ÇÈ
êFÅXÇ»ïóòCÇ™

äyÇµÇ½ÇÈ

�â êÚï\é¶ìôÇ™
ÇµÇ¡Ç©ÇËÇµÇƒ

Ç¢ÇÈ

�êHéñÇ‚¡™Ø Š›/
�± ƒéûä‘Ç¾
ëIÇ³ÇÈ

ëfîëÇ‹ÇËÇ»Ç«
à¿Ç°îëÇ‹ÇÍÇÈ

èhÇ™Ç†ÇÈ

Åì 7.3 26.1 40.6 43.0 15.2
Çé 12 43 67 71 25

ÉJÉeÉSÉäÅ[ ÇªÇÃëº ïsñæ

Åì 11.5 2.4
Çé 19 4

�Å†â êÚínÇ-óòópÅEëÃå±ÇµÇƒÇ›ÇžÇ¢ÉTÅ[ÉrÉXÅEé{ê›Åiï°êîâÒìöÅj

ÉJÉeÉSÉäÅ[ ëSëÃ
ìíé°ÉÅÉjÉÖÅ[

ÇÃíÒãü
�â êÚó¦ó{

ÉvÉçÉOÉâÉÄ
É}ÉbÉTÅ[ÉWÇ‚

�éwà
ÉGÉXÉeÇ»Ç«ÇÃ

ÉTÅ[ÉrÉX

Åì 100.0 46.1 26.1 44.2 38.2
Çé 165 76 43 73 63

ÉJÉeÉSÉäÅ[
ÉAÅ[ÉÜÉãÉxÅ[É_
ÇÃëÃå±ÅEéwì±

ÉàÉKÇ‚ëæã…åùÇÃ
ëÃå±ÅEéwì±

åyÇ¢â^ìÆÇÃ
ëÃå±ÅEéwì±

ÉAÉçÉ}ÉeÉâÉsÅ[
ÇÃëÃå±ÅEéwì±

âšäyó¦ñ@ÇÃ
ëÃå±ÅEéwì±

Åì 9.7 16.4 13.3 24.2 22.4
Çé 16 27 22 40 37

ÉJÉeÉSÉäÅ[
ìÆï®ó¦ñ@ÇÃ
ëÃå±ÅEéwì±

åíçNìIÇ»êHéñÇÃ
íÒãüÅEéwì±

ÉXÉgÉåÉXâ¾è¡ÇÃ
ÉZÉ~ÉiÅ[ìô

ã½çxÇÃéRÇ‚êXÇÃ
ÉKÉCÉhÉcÉAÅ[

�³Š›Ž¼Ÿ¦›Ç-ÇÃ
âÄå|Ç‚î_ã²ëÃå±

Åì 13.3 30.9 21.2 45.5 17.6
Çé 22 51 35 75 29

ÉJÉeÉSÉäÅ[
ÉJÉãÉ`ÉÉÅ[
ÉXÉNÅ[Éã

ÇªÇÃëº ïsñæ

Åì 23.6 11.5 3.6
Çé 39 19 6
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Å°íjèóï ÇÃèWåvåãâ 
�Å†ó çsÇÃñ¹ìI

ÉJÉeÉSÉäÅ[ �â²ë Ç‚êeê 
�Ç²ÇÃó çs

�óFêlÇ²ÇÃó çs �àÍêló �ícëÃó çs

íj Åì 56.4 47.3 10.9 47.3
ÇéÅÅ55 Çé 31 26 6 26

èó Åì 73.2 52.4 2.4 41.5
ÇéÅÅ82 Çé 60 43 2 34

ÉJÉeÉSÉäÅ[ ÇªÇÃëº ïsñæ

íj Åì 7.3 0.0
ÇéÅÅ55 Çé 4 0

èó Åì 2.4 0.0
ÇéÅÅ82 Çé 2 0

�Å†çsÇ¡ÇƒÇ›ÇžÇ¢â êÚÅiÇRÇ¬Ç‹Ç-Åj

ÉJÉeÉSÉäÅ[
�â êÚäXÇÁÇµÇ¢
ïóèÓÇ™Ç†ÇÈ

îÉÇ¢ï®Ç‚à×êH
Ç™äyÇµÇ½ÇÈ

Ç®ç’ÇËÇ‚
ÉCÉxÉìÉgÇ™

çsÇÌÇÍÇƒÇ¢ÇÈ

ìíÇ½ÇÆÇËÇ™
Ç-Ç´ÇÈ

íj Åì 72.5 27.5 5.8 34.8
ÇéÅÅ55 Çé 40 15 3 19

èó Åì 80.0 24.4 6.7 22.2
ÇéÅÅ82 Çé 66 20 5 18

ÉJÉeÉSÉäÅ[
�â êÚó¦ó{Ç™

Ç-Ç´ÇÈ
êFÅXÇ»ïóòCÇ™

äyÇµÇ½ÇÈ

�â êÚï\é¶ìôÇ™
ÇµÇ¡Ç©ÇËÇµÇƒ

Ç¢ÇÈ

�êHéñÇ‚¡™Ø Š›/
�± ƒéûä‘Ç¾
ëIÇ³ÇÈ

íj Åì 5.8 24.6 31.9 47.8
ÇéÅÅ55 Çé 3 14 18 26

èó Åì 8.9 27.8 47.8 41.1
ÇéÅÅ82 Çé 7 23 39 34

ÉJÉeÉSÉäÅ[
ëfîëÇ‹ÇËÇ»Ç«
à¿Ç°îëÇ‹ÇÍÇÈ

èhÇ™Ç†ÇÈ
ÇªÇÃëº ïsñæ

íj Åì 17.4 11.6 2.9
ÇéÅÅ55 Çé 10 6 2

èó Åì 13.3 10.0 2.2
ÇéÅÅ82 Çé 11 8 2
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�Å†ãSì{êÏâ êÚÇ-ó«Ç©Ç¡ÇžÇ±Ç²Åiï°êîâÒìöÅj

ÉJÉeÉSÉäÅ[
é©ëRÇ™ñLÇ©Ç-

ïóåÐñæõZ
äœåÐé{ê›Ç™
ã½Ç°Ç…Ç†ÇÈ

óLñºÇ»äœåÐín
Ç™é¸ï”Ç…Ç†ÇÈ

ÉeÅ[É}ÉpÅ[ÉN
Ç™é¸ï”Ç…Ç†ÇÈ

íj Åì 64.8 37.0 55.6 27.8
ÇéÅÅ55 Çé 36 20 31 15

èó Åì 74.0 35.1 62.3 22.1
ÇéÅÅ82 Çé 61 29 51 18

ÉJÉeÉSÉäÅ[
�â êÚÇÃéøÇ™

ÇÊÇ¢
Ç®ïóòCÇÃê›îÐ

Ç™ÇÊÇ¢
�ÉzÉeÉãÇ‚ó äŸ

ÇÃêHéñÇ™ÇÊÇ¢
�ÉzÉeÉãÇ‚ó äŸ

Ç™óßîh

íj Åì 44.4 27.8 13.0 13.0
ÇéÅÅ55 Çé 24 15 7 7

èó Åì 50.6 29.9 27.3 14.3
ÇéÅÅ82 Çé 42 24 22 12

ÉJÉeÉSÉäÅ[
�ÉzÉeÉãÇ‚ó äŸÇÃ

ÉTÅ[ÉrÉXÇ™
çsÇ´ìÕÇ¢ÇƒÇ¢ÇÈ

ÇªÇÃëº ïsñæ

íj Åì 18.5 25.9 0.0
ÇéÅÅ55 Çé 10 14 0

èó Åì 18.2 23.4 0.0
ÇéÅÅ82 Çé 15 19 0
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�Å†â êÚínÇ-óòópÅEëÃå±ÇµÇƒÇ›ÇžÇ¢ÉTÅ[ÉrÉXÅEé{ê›Åiï°êîâÒìöÅj

ÉJÉeÉSÉäÅ[
ìíé°ÉÅÉjÉÖÅ[

ÇÃíÒãü
�â êÚó¦ó{

ÉvÉçÉOÉâÉÄ
É}ÉbÉTÅ[ÉWÇ‚

�éwà
ÉGÉXÉeÇ»Ç«ÇÃ

ÉTÅ[ÉrÉX

íj Åì 37.7 23.2 47.8 17.4
ÇéÅÅ55 Çé 21 13 26 10

èó Åì 51.1 28.9 42.2 54.4
ÇéÅÅ82 Çé 42 24 35 45

ÉJÉeÉSÉäÅ[
ÉAÅ[ÉÜÉãÉxÅ[É_

ÇÃëÃå±ÅEéwì±
ÉàÉKÇ‚ëæã…åùÇÃ

ëÃå±ÅEéwì±
åyÇ¢â^ìÆÇÃ
ëÃå±ÅEéwì±

ÉAÉçÉ}ÉeÉâÉsÅ[
ÇÃëÃå±ÅEéwì±

íj Åì 8.7 15.9 10.1 13.0
ÇéÅÅ55 Çé 5 9 6 7

èó Åì 11.1 17.8 15.6 33.3
ÇéÅÅ82 Çé 9 15 13 27

ÉJÉeÉSÉäÅ[
âšäyó¦ñ@ÇÃ
ëÃå±ÅEéwì±

ìÆï®ó¦ñ@ÇÃ
ëÃå±ÅEéwì±

åíçNìIÇ»êHéñÇÃ
íÒãüÅEéwì±

ÉXÉgÉåÉXâ¾è¡ÇÃ
ÉZÉ~ÉiÅ[ìô

íj Åì 21.7 8.7 34.8 20.3
ÇéÅÅ55 Çé 12 5 19 11

èó Åì 24.4 17.8 26.7 22.2
ÇéÅÅ82 Çé 20 15 22 18

ÉJÉeÉSÉäÅ[
ã½çxÇÃéRÇ‚êXÇÃ

ÉKÉCÉhÉcÉAÅ[
�³Š›Ž¼Ÿ¦›Ç-ÇÃ

âÄå|Ç‚î_ã²ëÃå±
ÉJÉãÉ`ÉÉÅ[

ÉXÉNÅ[Éã
ÇªÇÃëº

íj Åì 50.7 14.5 15.9 11.6
ÇéÅÅ55 Çé 28 8 9 6

èó Åì 42.2 21.1 31.1 11.1
ÇéÅÅ82 Çé 35 17 26 9

ÉJÉeÉSÉäÅ[ ïsñæ

íj Åì 7.2
ÇéÅÅ55 Çé 4

èó Åì 1.1
ÇéÅÅ82 Çé 1
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Å†îNë„ï ÇÃèWåvåãâ Åi20Å`30ë„ÅA40Å`50ë„ÅA60Å`70ë„à»è„Åj

�Å†ãSì{êÏâ êÚÇ…çsÇ¡Çžåoå±
ÉJÉeÉSÉäÅ[ Ç†ÇÈ Ç»Ç¢ ïsñæ

20Å`30ë„ Åì 73.8 26.2 0.0
ÇéÅÅ42 Çé 31 11 0

40Å`50ë„ Åì 88.9 11.1 0.0
ÇéÅÅ63 Çé 56 7 0

60Å`70ë„ Åì 91.2 8.8 0.0
ÇéÅÅ57 Çé 52 5 0

�Å†ó çsÇÃñ¹ìI

ÉJÉeÉSÉäÅ[ �â²ë Ç‚êeê 
�Ç²ÇÃó çs

�óFêlÇ²ÇÃó çs �àÍêló �ícëÃó çs

20Å`30ë„ Åì 61.3 48.4 3.2 25.8
ÇéÅÅ42 Çé 26 20 1 11

40Å`50ë„ Åì 75.0 42.9 1.8 37.5
ÇéÅÅ63 Çé 47 27 1 24

60Å`70ë„ Åì 59.6 61.5 11.5 61.5
ÇéÅÅ57 Çé 34 35 7 35

ÉJÉeÉSÉäÅ[ ÇªÇÃëº ïsñæ

20Å`30ë„ Åì 3.2 0.0
ÇéÅÅ42 Çé 1 0

40Å`50ë„ Åì 3.6 0.0
ÇéÅÅ63 Çé 2 0

60Å`70ë„ Åì 5.8 0.0
ÇéÅÅ57 Çé 3 0

�Å†ãSì{êÏâ êÚÇ÷ÇÃçƒñKà”å¸
ÉJÉeÉSÉäÅ[ çsÇ´ÇžÇ¢

çsÇ´ÇžÇ°Ç»
Ç¢

ïsñæ
20Å`30ë„ Åì 66.7 7.1 26.2

ÇéÅÅ42 Çé 28 3 11
40Å`50ë„ Åì 88.9 0.0 11.1

ÇéÅÅ63 Çé 56 0 7
60Å`70ë„ Åì 87.7 7.0 5.3

ÇéÅÅ57 Çé 50 4 3
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�Å†ãSì{êÏâ êÚÇ-ó«Ç©Ç¡ÇžÇ±Ç²Åiï°êîâÒìöÅj

ÉJÉeÉSÉäÅ[
é©ëRÇ™ñLÇ©Ç-

ïóåÐñæõZ
äœåÐé{ê›Ç™
ã½Ç°Ç…Ç†ÇÈ

óLñºÇ»äœåÐín
Ç™é¸ï”Ç…Ç†ÇÈ

ÉeÅ[É}ÉpÅ[ÉN
Ç™é¸ï”Ç…Ç†ÇÈ

20Å`30ë„ Åì 64.3 46.4 50.0 25.0
ÇéÅÅ42 Çé 27 20 21 11

40Å`50ë„ Åì 67.9 37.5 64.3 28.6
ÇéÅÅ63 Çé 43 24 41 18

60Å`70ë„ Åì 78.0 28.0 62.0 20.0
ÇéÅÅ57 Çé 44 16 35 11

ÉJÉeÉSÉäÅ[
�â êÚÇÃéøÇ™

ÇÊÇ¢
Ç®ïóòCÇÃê›îÐ

Ç™ÇÊÇ¢
�ÉzÉeÉãÇ‚ó äŸ

ÇÃêHéñÇ™ÇÊÇ¢
�ÉzÉeÉãÇ‚ó äŸ

Ç™óßîh

20Å`30ë„ Åì 50.0 28.6 28.6 10.7
ÇéÅÅ42 Çé 21 12 12 5

40Å`50ë„ Åì 37.5 26.8 12.5 14.3
ÇéÅÅ63 Çé 24 17 8 9

60Å`70ë„ Åì 60.0 30.0 26.0 14.0
ÇéÅÅ57 Çé 34 17 15 8

ÉJÉeÉSÉäÅ[
�ÉzÉeÉãÇ‚ó äŸÇÃ

ÉTÅ[ÉrÉXÇ™
çsÇ´ìÕÇ¢ÇƒÇ¢ÇÈ

ÇªÇÃëº ïsñæ

20Å`30ë„ Åì 14.3 17.9 0.0
ÇéÅÅ42 Çé 6 8 0

40Å`50ë„ Åì 12.5 21.4 0.0
ÇéÅÅ63 Çé 8 14 0

60Å`70ë„ Åì 26.0 32.0 0.0
ÇéÅÅ57 Çé 15 18 0
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�Å†çsÇ¡ÇƒÇ›ÇžÇ¢â êÚÅiÇRÇ¬Ç‹Ç-Åj

ÉJÉeÉSÉäÅ[
�â êÚäXÇÁÇµÇ¢
ïóèÓÇ™Ç†ÇÈ

îÉÇ¢ï®Ç‚à×êH
Ç™äyÇµÇ½ÇÈ

Ç®ç’ÇËÇ‚
ÉCÉxÉìÉgÇ™

çsÇÌÇÍÇƒÇ¢ÇÈ

ìíÇ½ÇÆÇËÇ™
Ç-Ç´ÇÈ

20Å`30ë„ Åì 71.4 38.1 9.5 28.6
ÇéÅÅ42 Çé 30 16 4 12

40Å`50ë„ Åì 76.2 17.5 6.3 33.3
ÇéÅÅ63 Çé 48 11 4 21

60Å`70ë„ Åì 78.9 26.3 3.5 17.5
ÇéÅÅ57 Çé 45 15 2 10

ÉJÉeÉSÉäÅ[
�â êÚó¦ó{Ç™

Ç-Ç´ÇÈ
êFÅXÇ»ïóòCÇ™

äyÇµÇ½ÇÈ

�â êÚï\é¶ìôÇ™
ÇµÇ¡Ç©ÇËÇµÇƒ

Ç¢ÇÈ

�êHéñÇ‚¡™Ø Š›/
�± ƒéûä‘Ç¾
ëIÇ³ÇÈ

20Å`30ë„ Åì 4.8 28.6 31.0 40.5
ÇéÅÅ42 Çé 2 12 13 17

40Å`50ë„ Åì 9.5 27.0 41.3 47.6
ÇéÅÅ63 Çé 6 17 26 30

60Å`70ë„ Åì 7.0 22.8 47.4 42.1
ÇéÅÅ57 Çé 4 13 27 24

ÉJÉeÉSÉäÅ[
ëfîëÇ‹ÇËÇ»Ç«
à¿Ç°îëÇ‹ÇÍÇÈ

èhÇ™Ç†ÇÈ
ÇªÇÃëº ïsñæ

20Å`30ë„ Åì 9.5 16.7 2.4
ÇéÅÅ42 Çé 4 7 1

40Å`50ë„ Åì 17.5 12.7 3.2
ÇéÅÅ63 Çé 11 8 2

60Å`70ë„ Åì 17.5 5.3 1.8
ÇéÅÅ57 Çé 10 3 1



 
2-72 

�Å†â êÚínÇ-óòópÅEëÃå±ÇµÇƒÇ›ÇžÇ¢ÉTÅ[ÉrÉXÅEé{ê›Åiï°êîâÒìöÅj

ÉJÉeÉSÉäÅ[
ìíé°ÉÅÉjÉÖÅ[

ÇÃíÒãü
�â êÚó¦ó{

ÉvÉçÉOÉâÉÄ
É}ÉbÉTÅ[ÉWÇ‚

�éwà
ÉGÉXÉeÇ»Ç«ÇÃ

ÉTÅ[ÉrÉX
20Å`30ë„ Åì 40.5 21.4 61.9 50.0

ÇéÅÅ42 Çé 17 9 26 21
40Å`50ë„ Åì 42.9 20.6 36.5 42.9

ÇéÅÅ63 Çé 27 13 23 27
60Å`70ë„ Åì 56.1 36.8 42.1 26.3

ÇéÅÅ57 Çé 32 21 24 15

ÉJÉeÉSÉäÅ[
ÉAÅ[ÉÜÉãÉxÅ[É_

ÇÃëÃå±ÅEéwì±
ÉàÉKÇ‚ëæã…åùÇÃ

ëÃå±ÅEéwì±
åyÇ¢â^ìÆÇÃ
ëÃå±ÅEéwì±

ÉAÉçÉ}ÉeÉâÉsÅ[
ÇÃëÃå±ÅEéwì±

20Å`30ë„ Åì 9.5 21.4 11.9 38.1
ÇéÅÅ42 Çé 4 9 5 16

40Å`50ë„ Åì 14.3 14.3 3.2 22.2
ÇéÅÅ63 Çé 9 9 2 14

60Å`70ë„ Åì 5.3 15.8 26.3 15.8
ÇéÅÅ57 Çé 3 9 15 9

ÉJÉeÉSÉäÅ[
âšäyó¦ñ@ÇÃ
ëÃå±ÅEéwì±

ìÆï®ó¦ñ@ÇÃ
ëÃå±ÅEéwì±

åíçNìIÇ»êHéñÇÃ
íÒãüÅEéwì±

ÉXÉgÉåÉXâ¾è¡ÇÃ
ÉZÉ~ÉiÅ[ìô

20Å`30ë„ Åì 33.3 19.0 26.2 26.2
ÇéÅÅ42 Çé 14 8 11 11

40Å`50ë„ Åì 17.5 11.1 27.0 17.5
ÇéÅÅ63 Çé 11 7 17 11

60Å`70ë„ Åì 21.1 12.3 38.6 22.8
ÇéÅÅ57 Çé 12 7 22 13

ÉJÉeÉSÉäÅ[
ã½çxÇÃéRÇ‚êXÇÃ

ÉKÉCÉhÉcÉAÅ[
�³Š›Ž¼Ÿ¦›Ç-ÇÃ

âÄå|Ç‚î_ã²ëÃå±
ÉJÉãÉ`ÉÉÅ[

ÉXÉNÅ[Éã
ÇªÇÃëº

20Å`30ë„ Åì 31.0 19.0 33.3 9.5
ÇéÅÅ42 Çé 13 8 14 4

40Å`50ë„ Åì 52.4 17.5 22.2 14.3
ÇéÅÅ63 Çé 33 11 14 9

60Å`70ë„ Åì 47.4 17.5 19.3 8.8
ÇéÅÅ57 Çé 27 10 11 5

ÉJÉeÉSÉäÅ[ ïsñæ
20Å`30ë„ Åì 2.4

ÇéÅÅ42 Çé 1
40Å`50ë„ Åì 3.2

ÇéÅÅ63 Çé 2
60Å`70ë„ Åì 3.5

ÇéÅÅ57 Çé 2
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（４）地元アンケート（鬼怒川温泉ホテル・旅館経営者アンケート調査） 
 

①概要 
 

□アンケート調査の目的 
・鬼怒川温泉に立地しているホテル・旅館の経営者（代表権を有する人）を対象

に、今後の観光地としてのあり方や、ホテル・旅館の経営などについての意見

を聴取する。 

 

□調査期間 
・平成 17年 1月 28 日（金）〜2 月 6日（日）の 8日間 

 

□調査対象者 
・鬼怒川温泉旅館組合加盟のホテル・旅館経営者 

 

□配布数・回収数 
・配布数：42通 

・回収数：19通（回収率 45.2％） 

 

□調査方法 
・町及び旅館組合で各ホテル・旅館に配布 

・郵送にて回収 
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②アンケート用紙 
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③集計結果 
 

問１：ホテル・旅館の特徴について（創業年次、室数、従業員数） 
※企業経営上の設問であるため回答は非公表 

 

問２：個人客と団体客のどちらが多いか 

問２：個人客と団体客のどちらが多いか

2. 団体客の方

がやや多い

11%

3. 団体客と個

人客が半分ず

つくらい

5%

4. 個人客の方

がやや多い

32%

5. ほとんどが

個人客

47%

1. ほとんどが

団体客

5%

 
 
問３：団体客・個人客どちらの誘致に力をいれるか 

問３：団体客・個人客どちらの誘致に力をいれるか

3. どちらと

もいえない

32%
5. 個人客

42%

4. どちらか

といえば個

人客

26%

1. 団体客

0%

2. どちらか

といえば団

体客

0%
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問４：10 年前に比べ経営状態はどうか 

問４：10年前に比べ経営状態はどうか

1. よくなっ

た

5%

2. 悪くなっ

た

84%

3. あまり変

わらない

11%

 
 
問５：今後５年間の新規の施設設備、投資の予定 

問５：今後５年間の新規の施設設備、投資の予定

1. ある

42%

2. ない

53%

未回答

5%
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問６：鬼怒川温泉の［強み］は何か（３つまで） 

問６　鬼怒川温泉の［強み］は何か（３つまで）

8

1

10

3

18

2

1

11

2

0 5 10 15 20

1. 鬼怒川や山並みなど、自

然が豊かで風光明媚

2. ライン下りやロープウェ

イなど、観光スポットが近く

にある

3. 日光東照宮や竜王峡な

ど、有名な観光地が近くにあ

る

4. 日光江戸村や東武ワール

ドスクエアなど、テーマパー

クが周辺にある

5. 東京（首都圏）からの交

通の便がよい

6. 立派なホテルや旅館がた

くさん立地している

7. ホテルや旅館の中に色々

な楽しみがある

8. [鬼怒川温泉]という名前が

全国的に知られている

9. その他
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問７：鬼怒川温泉の弱みはなにか（５つまで） 

問７　鬼怒川温泉の弱みはなにか（５つまで）

8

8

1

0

17

5

8

10

10

3

10

6

3

3

0 5 10 15 20

回答数

1.周辺の観光地やテーマパーク

の魅力が低下している

2.湯量が少ない

3.外湯がない

4.[湯めぐり]ができない

5.温泉地の風情に欠ける

6.全国的に有名な祭りやイベン

トがない

7.街に魅力的な商業施設がない

8.街に空き店舗や閉鎖施設が目

立つ

9.温泉街に観光の目玉となるよ

うな名所や施設がない

10.文化施設や会議施設がない

11.鬼怒川の河原や周辺の山を歩

けない

12.お客様も利用できる公園や遊

歩道、スポーツ施設がない

13.歩道が狭い、公共駐車場がな

いなど、都市基盤の整備が遅れ

ている

14.その他

 
 
問 8 ：鬼怒川温泉の問題点改善のために独自に行っている工夫は何か 
※フリーアンサー（後述） 

 

問 9：鬼怒川温泉のホテルや旅館が、個人客のニーズへの対応が進まない原因は

何だと思うか 
※フリーアンサー（後述） 
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問 10：今後鬼怒川温泉が連携を図るべき観光拠点はどこか 

問10　今後鬼怒川温泉が連携を図るべき観光拠点はどこか

17

7

4

4

8

6

0

0 5 10 15 20

回答数

1. 日光地域

2. 那須塩原地域

3. その他の栃木県

地域

4. 会津地域

5. 東京

6. 東アジア（韓

国・中国など）

7. その他

 
 
問 11：藤原町が推進する［福祉観光］［癒し観光］に協力したいと思うか 

問11　藤原町が推進する［福祉観光］［癒し観光］に協力したいと思うか

2. 協力する方向

で考えたい

26%

1. 積極的に協力

したい

37%

3. 協力すること

は難しい

0%

4. 具体的内容が

不明で判断できな

い

37%

 
 
問 12：（問 11 で「協力することは難しい」と答えた回答者へ）どのような施策

が図られれば［福祉観光］や［ヒーリング（癒し）観光］に協力できるか。 
※「協力することは難しい」の回答数がゼロのため省略 
 
問 13：今後、鬼怒川温泉がにぎわいを取り戻すためにはどんな工夫をする必要

があると思うか 
※フリーアンサー（後述） 
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■□問８、問９、問 13 のフリーアンサーの整理 
  問２ 問 8 問 9 問 13 

No 

団体客と個人客

どちらが多いか 

鬼怒川温泉の問題点

改善のために独自に

行っている工夫は何

か 

鬼怒川温泉のホテルや旅館が、

個人客のニーズへの対応が進ま

ない原因は何だと思うか 

今後、鬼怒川温泉がにぎわいを取り戻す

ためにはどんな工夫をする必要がある

と思うか 

1 5 ほとんど

が個人客 

街に食事処、美術館

をつくっている。 

レトロバスを運行

している。 

団体客優先の考え方から脱

却していない。 

廃墟の物件を町で売却するようにお

願いしたい。 

2 3 団体客と

個人客が半

分ずつぐら

い 

隠れた名所などを

教えている。 

ホテル内でイベン

トなどを行ってい

る。 

人件費の削減と部屋数が多

すぎる。社員教育。 

個々のホテルが特徴を出して営業し

ていく。 

3 2 団体客の

方がやや多

い 

      

4 4 個人客の

方がやや多

い 

各旅館、道路には林

や花が申し訳程度

しかない為、玄関

口、旅館に沿った道

沿いに木や花を植

えて、空間を少なく

して通行する方に

目の保養をしてい

る。 

町を歩く方に温泉

街に行きたいとい

う印象を持っても

らえるよう、貸切露

天風呂を設置し PR

に努めている。 

部屋が団体客用に造られて

いる為、一間の部屋が多く、

お客様の希望に添えない。 

減量経営で従業員数を減ら

しており、一歩突っ込んだコ

ミュニケーションがはかれ

ていない。 

社員教育の不徹底で従業員

に対する教育が行き届かず

満足する対話がとれていな

い。 

・閉鎖施設の多目的利用。足湯、地

元の県産物の販売等を早期に実施

し、空間と壁をなくすようにする。 

・大事業で長期に亘るとは思います

が近隣の山を一つ選び、春は桜、秋

は紅葉を楽しめるような計画をたて

て推進していただきたい。それに伴

って道路沿いにも従来以上に力を入

れて植樹してもらいたい。 

5 5 ほとんど

が個人客 

大浴場の改装工事

を実施 

個人客比率の目標を立てて、

その部屋数分空けておく。

（団体・エージェントでは埋

めない） 

そして個人客リストを作り

リピータを DM で直接集客し

ファンを増やす努力を続け

る。 

1. つぶれた鬼怒川沿いの温泉旅館

を源泉ごと町 or県が買い取り、湯け

むりの上がる源泉公園として整備！

公営民営の温泉施設や、周辺の遊歩

道とともに鬼怒川エリアの“湯の街”

としての「へり」を造る。（水明館の

敷地＋くろがね橋を整備） 

2. 駅前のホールをリニューアル

し、毎日営業＆収客出来る物産館的

な“広場”“（プラザ）”“市場”のよ

うな商業施設にする。 地域の民

芸・大道芸・太鼓等のイベントを毎

週末には実施し、“活気”のへりを。

店は地元の“こだわりの一品”を作

っている生産者グループ等に安くテ

ナントとして入れる等、どこにでも

ある土産屋だらけにしない工夫が必

要！！ 

3. まず駅からくろがね橋まで歩き

たくなる整備を。１＋２で２つの極

が出来ます。 

4. 癒しの街づくりには“美しい水”

の出る街（里）のイメージが不可欠。
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ヨーロッパには水＋クアの保養リゾ

ートが多くあります。鬼怒周辺で尚

仁沢に負けない“美しく体に良い水”

の水源を確保 

6 1 ほとんど

が団体客 

鬼怒川温泉の弱み

を強みに変えるの

は、ホテル・旅館の

経営者並びに観光

関連施設のかたが

たと町政当局が一

体となって将来へ

のグランド・デザイ

ンを考え弱みを強

みに変えてゆくこ

とが大切です。 

10 年〜20 年後を見

据える事が大切で

す。 

ホテル・旅館の個性化は進ん

でおり、更に特化してゆく事

と思いますし、広域合併が進

めば栗山地域は個人客のニ

ーズを満たす施設があると

十分あると思います。 

選ぶのはゲストですので、

色々な使用目的を持った施

設が有ると楽しみです。 

1. 栃木、福島、新潟その他近隣の

県との広域観光への連携が必要と思

います。 

1. 国内のみならず海外からのイン

バンドのゲストを福島空港から入り

福島空港あるいは他の空港からの出

発を組み合せ日本の良さを大いに満

喫して頂くような旅行プランを立

て、セールスプロモーションをする

事が大切と思います。 

1. 経営する人、社員の笑顔とやる

気が大切です。 

7 4 個人客の

方がやや多

い 

降雪時は従業員全

員で敷地内駐車場

は当然の事として、

当館敷地の道路、間

口部分の車道の雪

かきをしている。 

（当館内外で事故

が起こった時は天

災ではなく人災で

あるという教育を

している） 

エージェントよりの集客依

存度が高すぎるのではない

かと思います。AGTに対する

団体ではなく、パーソナル商

品の売り込みの強化が必要。

私を含めてホテル経営（運

営）責任者が団体集客はプラ

スαであるという意識も持

つ事と顧客（個客）第一主義、

お客様の目線でのおもてな

しの実現が必要と思います。

藤原町一万人超の全体でのまとまり

のあるイベントが出来ていない。 

“鬼まつり”“桜まつり”“竜王峡の

まつり”“夏まつり”等々、各エリア

毎の人々が行っている様で町民全体

での祭り及び鬼怒川に来られたお客

様に一緒に“見て、ふれて”のイベ

ントとは思えない。 

町、観光協会、各施設が一体となっ

て意見を出し、お金を分担し合って

イベントを実施すべきと思います。 

※河口湖（山梨）では７〜８年前よ

り冬期集客対策として日本人の心を

癒す“冬花火大会”を１月第１週の

（土）（日）８日間実施致し 50％前後

の集客増と聞いております。費用は

町、組合、各ホテル旅館で分担して

いるそうです。 
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8 4 個人客の

方がやや多

い 

食材になるべく県

産品を取り入れた

メニューにする。 

数件の旅館で自由

に往来できる「芸術

散歩」というタイト

ルで各種の作品を

ロビーに展示。 

将来お客様にお茶

のおもてなしがで

きたらという願い

で、社員に作動のお

けいこをして貰っ

ている。 

旅館の大型化によるサービ

スの低下では？ 

情報化の時代なので、お客様

の旅行に対する知識が驚く

程の内容です。その様なお客

様に対してお料理・施設・サ

ービス全てに得をした、と思

って頂ける内容にしなけれ

ばなりませんが、現実は社員

は少ない、設備は老朽化する

という状況で、並の努力では

乗り切る事ができないと思

います。 

○町全体でお客様をお迎えしていま

す、という雰囲気をつくって行く事

が大切だと思います。 

（例、長崎県平戸では、おひな様を

各個人、お店で飾ってお客様にみて

頂く、というお話を聞いたことがあ

ります） 

皆で、お客様の為に何かをしたり、

作ったり、という事と、この町に住

んでいるからには、観光で成り立っ

ているという再認識をして頂く為の

講習を重ねて行く事が必要な気がし

ます。 

○文化の町を目指すのであれば、き

ちんとした茶室を備えることを強く

希望致します。町民の研修の場所と

もなり、どの様なお客様でもおもて

なしが可能です。 

9 5 ほとんど

が個人客 

    ・地域再生を考えるより先に、ホテ

ル・旅館まず再生を考える。 

・社員が集まる場所をつくり（飲食

店）情報交換の場をつくる。 

・社員が元気な地域を見示す。 

10 5 ほとんど

が個人客 

  有能な人材が少ない。   

11 5 ほとんど

が個人客 

温泉街活性化のた

め、館内施設の縮小

及び閉店を進めて

いる。 

資金不足。 全体的に宿泊施設の規模を縮小する

こと。 

尚温泉街（商店街）活性化のため宿

泊客を館外に出す工夫をする。又周

辺環境整備が不可欠。 

12 5 ほとんど

が個人客 

      

13 4 個人客の

方がやや多

い 

  施設が大きすぎるため、細や

かな対応が出来ない。 

一人一人のお客様に目が行

き届く様な教育を従業員に

していない。 

草津温泉の中澤敬町長や下呂温泉の

山田良司市長のように、観光立国と

して判断力や経営力のある人がトッ

プでなくては、昔の活気を取り戻す

事はできない。 

待っていても来ないのだから商店街

や旅館が本気で力を合わせて積極的

に取り組んで行く事が必要。 

具体的には、河川に沿ったきれいな

遊歩道を作り、今ある自然を有効利

用し、鬼怒川のすばらしさを知って

もらう事が先決である。 

“福祉といやし”の温泉地づくり？

とあげているが、全く具体的な事が

伝わって来ないのが現状である。 

14 4 個人客の

方がやや多

い 

    ※多量のため、次頁にまとめて記載 

15 2 団体客の

方がやや多

い 

      

16 2 団体客の

方がやや多

い 

ソフト面の充実（お

客様の応対、料理

他） 

・個人客のニーズに対応する

ための設備投資（改装他）資

金が不足している。 

・従業員のお客に対する「も
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てなしの心」が欠如してい

る。 

17 5 ほとんど

が個人客 

ソフト面の充実に

力を入れる。 

    

町のイベント等が

ある際は、ホームペ

ージにも告知して

いる。 

夜も出来る限り、外

の飲食店をすすめ

ている。 

・「温泉に来たなー」と思えるようなス

ポットが必要。 

・昼も夜も、自信をもってお客さまにお

勧め出来る温泉街（通り）があれば。 

・今後、旅館・ホテルの空き店舗をどの

ように活用するかが重要。 

・道づくり（路地に心のこもった石畳）

・ロープウエーに桜・紅葉の植樹 

・駅内、ホームに木の温もりで（柱・壁、

照明（灯籠、雪洞））お迎え。 

・歩いて楽しい、見て楽しい外観（建物）

の規制・条例 

18 5 ほとんど

が個人客 

  

総客室数が多いため、お客さ

まを鬼怒川温泉内の旅館・ホ

テルで取り合っているため、

値崩れがおき、コスト削減、

サービスの低下等、個性を出

せないのだと思います。ま

た、多額の借入金等により、

資金繰りが厳しく、新たな試

みが出来ずにいるのだと思

います。 

  

19 5 ほとんど

が個人客 

館内にてくつろい

で頂く努力をして

いる（お客さまが外

に出て行かれると

「何もないんです

ね」と戻ってこられ

る）。下駄を並べた

りして、外に出て頂

く工夫もしている。

規模が大きすぎるため、個人

客の様々な要望に応えにく

い。要望に対する、選択でき

る幅が少ない仕組みになっ

ている（例：夕食対応できる

食事場所が町に少なすぎる）

旅館・ホテル従事者が、観光に携わ

る人々に対して、明るい未来の描け

る復興後のイメージを強く打ち出

す。どんな町になるのか、どんな温

泉街になるのか、皆がイメージでき

る絵・言葉・感覚を表し、共有化す

る。自分たちがその事柄に対して、

「何かを行った」という達成感と「ま

わりに認められた」と感じる気持ち、

「変わった」と実感出来るものを作

り出せたら、町や街に対して愛着が

湧いてくると思います。「一緒にやろ

う！」と誘いあい、語り合い、にぎ

わっていくものと感じます。考えは

誰にでもあるが、「実行」するかしな

いかで、大きく変わっていくのでは

ないでしょうか。 

  

問６「鬼怒川温泉の［強み］はなにか」に対する「その他」回答：街全体で活性化していこうとする姿勢が、

以前に比べて強くなった。国や自治体からも注目を浴び、色々な資源が投球されようとしている点。 

問７「鬼怒川温泉の［弱み］はなにか」に対する「その他」回答：足銀関連の問題点が旅館街を直撃している。

まだまだ復興モードになっていない。 

問 11「［福祉観光］［ヒーリング（癒し）観光］への協力について「積極的に協力したい」という回答の備考：

ヒーリング観光で協力したいと考えている。介護サービスは当館では行えない。質の高い介護サービスを提供

する自信がない。 
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No16 の問 13「今後、鬼怒川温泉がにぎわいを取り戻すためには、どのような工

夫をする必要があるか」に対する回答 

魅力ある温泉観光地に向けて 

○全町 IT 町づくり（光ファイバー網の整備）……全国のモデル地区を目指す 

サーバーを一ヵ所にして全町で使用（共同でならハイレベルなものを安く使える） 

旅客が旅先で仕事が出来る 

全町民インターネットの利用……情報伝達のスピード化・共有化 

全町に監視カメラの設置……防災・防犯・不法投棄防止 

             保育園では母親がいつでも子供を見られて安心 

（プライバシーとの兼ね合いの検討は必要） 

 

○全町 バリアフリー（ユニバーサルデザイン）化……人に優しい町づくり 

バリアフリー施設整備資金の助成をお願いしたい……全国のモデル地区を目指す 

 

○景観の抜本的見直しと徹底した美化（景観法による景観形成事業推進費の活用） 

廃屋化した建物の取り壊しと整備・活用（公園・遊歩道・演舞場・陶芸教室など） 

伝染の地中化と歩道の整備 

河川の徹底した保護と河川利用（地域を決めメリハリある行動計画） 

（環境省・砂防法との調整必要） 

 

○全町あげて環境問題への取り組み 

地域発電・地域冷暖房 

ごみのリサイクル運動（食材ごみ→肥料→有機栽培→各旅館で使用→食材ごみ→） 

 

○観光戦略と誘客活動 

※外客を積極的に受け入れる 

 国のビジットジャパンキャンペーンとの連携強化 

 各交通機関へのアプローチ（ルートや割引など） 

 海外への広告宣伝活動 

 受け入れ態勢の整備……多国籍語看板の設置・各受け入れ機関のマニュアル整備 

※産業観光として誘客 

 栃木県の産業を有効に活用させて頂き、国内外から誘客する 

※地産地消運動との連携強化 

 栃木県の農産物を積極的に料理に使う……食の安全と県産物の宣伝 

※オリジナリティ豊かな観光設備の整備 

 当町でなくては味わえない情緒性・イベント性に富んだ観光施設の設置 

 

※人材の育成と教育の徹底化・鬼怒川スタンダードの確立 

 訪れた観光客が必ずリピーターになってもらえるように努力する 

※これからの旅行トレンドを徹底的に研究する期間の設立 

※全国「ことばの 110 番」の新設（病院・警察・交通機関・旅館・ホテル・行政機関他必要） 

 ビジットキャンペーンの関係からも必要。有料でもよいのでは？ 

 

○オリジナリティ豊かな観光設備の整備について 
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当町でなくては味わえない情緒性・イベント性に富んだ観光施設の設置が必要であろう。 

 

◎駅前設備に関して 

メインテーマ：自然・温泉・緑（藤）・水・風・光・音・枕木（鉄道と自然） 

サブテーマ：イベント性・驚き（感動）・オリジナリティ 

ターゲット：女性・家族・子供などを意識して、設計のやり直しを望みます。 

 

足湯：日本一・非常に景色の良い・等の条件が付かないとあまり魅力的でない。→人まねの典型

→それほどの魅力はなく、数年で廃れてしまうの予想される。 

からくり時計：からくり時計を見るために、人が集まるとすれば、かなりお金をかけてオリジナ

リティに富んだ立派なものを作らなければならない。所詮は、人まねの境をでない。 

 

◎芸術の町としての藤原町の確立について 

空き店舗の有効活用から始めたらどうだろうか 

 

◎地域全体として 

温泉の町を際だたせることが重要である。 

鬼怒川温泉の湧出量及び温度が低下している（需要過多）現状であり、温泉表示問題などもある。

各宿泊施設それぞれが魅力ある温泉施設を作ることは、不可能と思われる。 

 

そこで、鬼怒川温泉に２ヶ所の温泉施設をつくる事を提案します。 

 

その１：景色の素晴らしいところに、大浴場・露天風呂・温泉プール・エステクラブ・美容院（カ

リスマ美容師）・マッサージルーム・談話室（読書室）・巧み館 →ターゲット：女性中心  「車

（駐車場）・徒歩・循環バス」 

 

その２：鬼怒川温泉駅（前）に、大浴場・露天風呂・子供用温泉プール（滑り台や遊戯付）・リ

ハビリ用温泉プール（歩行湯）・バリアフリー用お風呂・マッサージルーム・談話室（読書室）・

健康相談室・健康増進室（各種健康器具） →ターゲット：家族・高齢者・地元従業員など  「電

車・徒歩・循環バス 

 

※この２ヶ所と各テーマパークを循環バスでつなぐ。→温泉観光地として良いイメージが定着

し、安定した顧客の確保ができる。又、温泉療養などの新しいニーズも喚起できる。（歩く人

が増える→にぎやかな町となり、商店等が繁盛する。  東武鉄道乗客増→東武鉄道の協力→

鉄道の重要性） 
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（５）福島空港利用ツアーの社会実験 
 
①実施概要 
 
○目的 

福島空港〜日光・鬼怒川温泉間で実証実験運行されている高速バスを活用し、関西、

九州、北海道等の遠隔地から鬼怒川温泉への周遊旅行の可能性と問題点を検証す

る。 

 

○モニター 

ＪＴＢを通じて、九州地方に在住する７名（全員女性 20〜50 才代）のモニターを募集。 

 

○旅程 
15：10 福岡空港発、ＡＮＡ８４８便（空港までの交通費は自己負担） 

16：45 福島空港着 

17：00 高速バスにて日光・鬼怒川に向けて出発 

２月 19 日（土） 

19：30 鬼怒川温泉着。鬼怒川金谷ホテル泊 

 ジャンボタクシーにて鬼怒川温泉周辺を観光 

14：36 下今市駅発、きぬ １２４号で東京に向けて出発 

16：13 浅草駅着。浅草ビューホテルへ移動し、チェックイン。 

17：00 旅行の感想に関するヒアリング（30 分〜１時間程度） 

２月 20 日（日） 

 浅草ビューホテル泊 

 都内観光（都内での諸費用は自己負担） 

17：10 羽田空港発、ＡＮＡ２６３便で福岡に向けて出発 

2 月 21 日（月） 

19：00 福岡空港着、解散（空港からの交通費は自己負担） 
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○モニターの感想・意見 

・２月 20 日（日）浅草ビューホテルに於いて、モニター参加者全員に、福島空港からの

高速バス利用の感想や鬼怒川温泉の印象を聴取し、併せてアンケートを行った。 

 

（福島空港でのバスへの乗り換えはスムーズ） 

・空港出口正面にバス乗り場があり、乗り換え時間 15 分でも問題ないが、荷物を預けた

場合は乗り遅れが不安との意見あり。 

 

（飛行機の到着時間が遅いため（外が暗くて）バス車窓の景観が楽しめない） 

・鬼怒川温泉到着時間が 18：30 と遅く、宿到着後の食事や入浴が慌ただしいこと、また

旅程の１日目をほとんど移動に費やすことから、昼頃に空港に到着することが望まし

いとの意見が多数。 

 

（鬼怒川温泉より日光が目的） 

・遠方から来る場合は、鬼怒川温泉より日光が主要な目的地であるため、日光観光にも

っと時間を費やせるスケジュールが望ましいとの意見あり。 

 

（高速バスよりツアーバス） 

・空港と鬼怒川温泉を直通で結ぶ高速バスより、途中の那須や塩原の観光地に立ち寄

り、様々な楽しみと休息を交えつつ、移動と観光が同時に出来るツアーバスの方が

望ましいとの意見あり。 
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②ツアー企画の検討 
 

１．実験の目的 
 遠隔地から鬼怒川温泉へのアクセス手段として、福島空港利用による空路の可能性

と問題点を調査し、鬼怒川温泉の集客促進方策検討の資料とする。 
 
２．実験の概要 
 「 栃木県北地域・福島空港間高速バス等運営委員会」（東武バス日光㈱、福島交通

㈱、関東自動車㈱、ジェイアールバス関東㈱、東野交通㈱、(社)栃木県バス協会）が、

国土交通省の「広域的な公共交通利用転換に関する実証実験」の認定を受けて運行

している、福島空港〜日光・鬼怒川間の直通高速バスを利用し、関西圏などから福島

空港を利用して鬼怒川温泉に宿泊するツアーを企画・実施し、モニターにその評価を

聴取する。 
 
３．実施の体制 
 ㈶都市づくりパブリックデザインセンター内に事務局を設け、藤原町、地元の協力を

得ながら実施する。 
 
４．モニターの募集 
 関東運輸局の協力を仰ぎ募集する。 

 
５．実施の方法 
 旅行代理店を通じて所用の搭乗券、乗車券、宿泊券を用意するとともに、自由時間

内の参考となる資料（バス等の時刻表、観光スポットの資料等）を事前配布し、指定した

旅程に従って旅行をしてもらう。 

モニター全員が団体行動を取るのではなく、各グループ毎の行動とする。 
 
６．実施の時期 
 ２月上旬の週末 

 
７．ツアー企画案（詳細別紙） 
 以下の３ケースより今後検討し、具体案を作成する。 

・ケース１：［土・日］利用の１泊２日鬼怒川ツアー 

・ケース２：［金・土・日］利用の２泊３日東京・鬼怒川周遊ツアー 

・ケース３：［土・日・月］利用の２泊３日東京・鬼怒川周遊ツアー 
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８．モニターへの意見聴取 
 モニターに事前にアンケート用紙を配布し、帰宅後事務局へ郵送してもらう。 

・空路、高速バスを活用した鬼怒川温泉へのアクセスの評価、問題点 

・鬼怒川温泉に対する評価、問題点 

・遠隔地から鬼怒川温泉への旅行を活性化するための問題点 

 など 
 
 ９．要検討事項 
・経費負担のあり方（事務局負担、モニター負担の区分など） 

・添乗の必要性 

・欠航時、ダイヤ遅延時等の対応 

・鬼怒川温泉における活動メニュー（現状では冬期の個人客向けの楽しみが少な

い。別途開催の空店舗活用社会実験等とのタイアップや、本実験向けの臨時の

湯巡り券などを検討する必要がある。） 
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ケース１：［土・日］利用の１泊２日鬼怒川ツアー

関西① 8:10 伊丹空港発 ～ 9:15 福島空港着 （25分接続）

名古屋 8:05 中部国際空港発 ～ 9:15 福島空港着 （25分接続）

関西② 11:15 伊丹空港発 ～ 12:20 福島空港着 （20分接続） 12:40 福島空港発 ～ 15:10 鬼怒川温泉駅着

名古屋 （40分接続） 16:00 福島空港発 ～ 17:20 中部国際空港着

関西 （70分接続） 16:30 福島空港発 ～ 17:45 伊丹空港着

ケース２：［金・土・日］利用の２泊３日東京・鬼怒川周遊ツアー

※直通高速バスが土日運行のため、往路は東京で１泊

名古屋 （40分接続） 16:00 福島空港発 ～ 17:20 中部国際空港着

札幌 （55分接続） 16:15 福島空港発 ～ 17:35 新千歳空港着

関西 （70分接続） 16:30 福島空港発 ～ 17:45 伊丹空港着

福岡 13:50 鬼怒川温泉駅発 ～ 16:20 福島空港着 （50分接続） 17:10 福島空港発 ～ 19:10 福岡空港着

ケース３：［土・日・月］利用の２泊３日東京・鬼怒川周遊ツアー

※直通高速バスが土日運行のため、復路は東京で１泊

関西① 11:15 伊丹空港発 ～ 12:20 福島空港着 （20分接続） 12:40 福島空港発 ～ 15:10 鬼怒川温泉駅着

名古屋 14:25 中部国際空港発 15:35 福島空港着 （85分接続）

福岡 14:10 福岡空港発 ～ 15:45 福島空港着 （75分接続）

関西② 14:55 伊丹空港発 ～ 16:00 福島空港着 （60分接続）

札幌 15:20 新千歳空港発 ～ 16:40 福島空港着 （20分接続）

※名古屋便は平成１７年２月１７日より就航予定

午後：居住地へ帰宅

午前：自由行動（日光観光、鬼怒川温泉で湯巡り・散策など）

午後：引き続き自由行動後、東武日光線で東京へ移動

　　　　東京泊

午前：自由行動（浅草観光など）

午後：居住地から鬼怒川へ移動

　　　関西①は、到着後自由行動（鬼怒川温泉散策など）

　　　関西①以外は、夕食時間について宿泊施設側の対応が必要

　　　鬼怒川温泉泊

午後：自由行動（日光観光、鬼怒川温泉で湯巡り・散策など）

　　　鬼怒川温泉泊

午前：自由行動（鬼怒川温泉散策など）

午後：居住地へ帰宅

午前：居住地から東京へ移動

午後：東京にて自由行動（浅草観光など）

　　　東京泊

午前：東武日光線にて鬼怒川に移動

第３日目

（月曜日）

第１日目

（金曜日）

第２日目

（土曜日）

第３日目

（日曜日）

第１日目

（土曜日）

第２日目

19:30 鬼怒川温泉駅着

第１日目

（土曜日）

第２日目

（日曜日）

（日曜日）

午前：居住地から鬼怒川へ移動

福島空港着

17:00 福島空港発 ～

12:50 鬼怒川温泉駅発 ～ 15:20

鬼怒川温泉駅着

12:50 鬼怒川温泉駅発 ～ 15:20 福島空港着

午後：自由行動（日光観光、鬼怒川温泉で湯巡り・散策など）

　　　鬼怒川温泉泊

午前：自由行動（鬼怒川温泉散策など）

午後：居住地へ帰宅

9:40 福島空港発 ～ 12:10

 


